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二
〇
〇
二
年
七
月
六
日

於
日
本
大
學
文
理
學
部

平
成
十
四
年
度
日
本
大
學
國
文
學
會
總
會
・
研
究
發
表

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
の
一
九
三
〇
年
代

―
―
杉
山
平
助
を
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て

日
本
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
博
士
前
期
課
程
一
年

讀
ま
る
べ
き
批
評
家
、
し
か
し
、
讀
み
か
へ
さ
る
べ
き
で
な
い

批
評
家
、
―
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

花
田
清
輝
「
赤
づ
き
ん

杉
山
平
助
の
肖
像
畫
」

メ
デ
ィ
ア
論
を
遡
る
と

メ
デ
ィ
ア
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
研
究
が
目
立
つ
や
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
だ
ら
う
か
。
文
學
分
野

で
「
メ
デ
ィ
ア
」
の
語
を
題
名
に
入
れ
て
ゐ
る
論
文
を
通
覽
す
る
と
、
そ
の
對
象
は
明
治
大
正
昭
和
は
勿
論
、
遡
っ
て
時
に

上
代
に
さ
へ
至
っ
て
ゐ
る
。
だ
が
今
日
の
や
う
に
新
聞
・
雜
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ヂ
オ
・
映
畫
そ
の
他
を
ひ
っ
く
る
め
て
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
稱
す
る
や
う
な
用
例
は
む
ろ
ん
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
や
う
や
く
二
〇
年
代
の
こ
と
ら
し
い
。
し
か

も
そ
れ
ら
メ
デ
ィ
ア
は
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
」
と
い
ふ
範
疇
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
來
た
の
で
あ
っ
て
、
ま

し
て
メ
デ
ィ
ア
論
（M

edia
Studies

）
と
か
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
と
か
云
ふ
名
は
ず
っ
と
新
し
く
、
ま
だ
湯
氣
が
立
っ
て
ゐ
る
。

つ
ま
り
メ
デ
ィ
ア
論
で
取
沙
汰
す
る
や
う
な
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
ふ
概
念
は
、
現
代
に
於
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
こ
れ
を
未
だ
メ
デ
ィ
ア
な
る
概
念
を
知
ら
ざ
り
し
時
代
の
對
象
に
ま
で
及
ぼ
し
て
論
ず
る
こ
と
は
、
時
代
錯
誤
の

ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム

虚
僞
に
陷
る
恐
れ
が
あ
る
。
論
者
の
時
代
の
認
識
を
過
去
に
投
影
し
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。

と
は
い
へ
所
詮
、
現
代
の
觀
點
か
ら
す
る
裁
斷
は
免
れ
難
い
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
感
覺
の
妙
と
い
ふ

か
、
時
代
に
そ
ぐ
は
な
い
語
を
敢
へ
て
適
用
す
る
こ
と
で
發

見

的
な
效
果
が
見
込
め
も
し
よ
う
。
が
、
そ
の
前
に
、
對
象

ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

と
す
る
當
の
時
代
に
即
し
て
の
理
解
と
い
ふ
も
の
が
一
往
は
求
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ
ら
う
。
つ
ま
り
、
後
代
に
メ
デ
ィ
ア

と
呼
ば
れ
も
し
よ
う
も
の
が
そ
の
同
時
代
人
に
は
メ
デ
ィ
ア
と
い
ふ
概
念
を
用
ゐ
ず
し
て
如
何
に
捉
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
か
。

メ
デ
ィ
ア
論
的
思
考
を
メ
デ
ィ
ア
と
い
ふ
言
葉
の
無
い
場
所
に
見
出
す
と
し
た
ら
ど
こ
を
探
れ
ば
よ
い
か
。

例
へ
ば
吉
見
俊
哉
は
「
メ
デ
ィ
ア
論
的
な
知
の
原
型
」
を
「
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
新
聞
学
の
誕
生
」
に
見
て
ゐ
る
＊
１

。

「
三
〇
年
代
的
な
文
脈
で
新
聞
論
と
は
す
な
わ
ち
今
日
の
情
報
論
、
メ
デ
ィ
ア
論
と
ほ
ぼ
等
価
な
も
の
と
見
な
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
」
＊
２

と
も
言
ふ
。
そ
ん
な
に
等
價
と
見
做
し
て
よ
い
か
は
疑
問
だ
が
、
類
似
で
あ
る
の
は
確
か
だ
。
し
か
し
吉
見
の

論
は
、
主
と
し
て
小
野
秀
雄
や
小
山
榮
三
と
い
っ
た
新
聞
學
者
の
學
説
に
焦
點
を
合
は
せ
て
を
り
、
そ
の
た
め
視
界
が

學
問
的
な
言
説
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
も
そ
も
新
聞
學
が
學
と
し
て
周
縁
的
な
位
地
に
あ
り
、
官
學
講
壇
か
ら
な
か
な
か
正

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

マ
ー
ジ
ナ
ル

ア

カ

デ

ミ

ー

規
に
認
知
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
吉
見
も
述
べ
る
所
だ
。
で
あ
る
な
ら
、
む
し
ろ
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
外
で
展
開
さ
れ
た
言
説

を
も
っ
と
探
る
必
要
が
あ
ら
う
。
「
新
聞
學
」
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
か
ら
横
溢
し
た
面
も
含
め
た
そ
れ
を
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

論
」
と
呼
べ
る
と
思
ふ
。

＊
１

吉
見
俊
哉
「
メ
デ
ィ
ア
を
語
る
言
説
―
―
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
新
聞
学
の
誕
生
」
栗
原
彬
・
小
森
陽
一
・
佐
藤
学
・
吉

見
俊
哉
著
『
内
破
す
る
知

身
体
・
言
葉
・
権
力
を
編
み
な
お
す
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
。

＊
２

吉
見
俊
哉
「
一
九
三
〇
年
代
論
の
系
譜
と
地
平
」
吉
見
俊
哉
編
著
『
一
九
三
〇
年
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
身
体
』
青
弓
社
、
二

〇
〇
二
年
三
月
、

頁
。
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―
―
或
い
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
シ
ズ
ム
？

と
こ
ろ
で
、
そ
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
し
ば
し
ば
對
置
さ
せ
ら
れ
る
の
が
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
ふ
語
で
あ
っ
た
。
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も
っ
と
も
戸
坂
潤
に
言
は
せ
る
と
、
世
間
で
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
の
用
法
は
「
外
国
語
と
し
て
変
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
観
念
と

し
て
も
変
な
の
で
あ
る
」
＊
３

が
…
…
。
無
論
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
も
と
外
來
語
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
外
來
種
が
自
生
す
る
や

う
に
な
る
と
、
原
義
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
日
本
の
風
土
に
合
は
せ
た
性
質
を
備
へ
る
や
う
だ
。
ち
ょ
っ
と
そ
の
語
史
を
辿
っ

て
お
か
う
。

最
も
早
い
用
例
は
、
今
の
所
、
森
林
太
郎
「
現
代
諸
家
の
小
説
論
を
讀
む
」
（
『

柵

草
紙
』
第
二
號
、
一
八
八
九
年
十
一
月
）

し
が
ら
み

に
求
め
ら
れ
る

＊
４

。
「
輓
近
、
話
の
盛
ん
に
行
は
る
ゝ
は
新
聞
事
業
に
基
け
り
」
云
々
（
こ
の
「
話
」
な
る
も
の
を
め
ぐ
る
前
後

ジ
ユ
ー
ル
ナ
リ
ス
ム

の
文
脈
も
興
味
深
い
の
だ
が
い
ま
は
略
す
）
。
こ
こ
で
は
「
新
聞
事
業
」
と
い
ふ
原
義
の
儘
の
用
法
で
あ
っ
た
。

さ
て
飛
ん
で
大
正
期
に
入
る
と
、
各
種
新
語
辭
典
の
類
に
こ
の
單
語
が
登
録
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
確
認
で
き
る
。
ど
う
や
ら

使
用
さ
れ
始
め
た
の
は
一
九
一
〇
年
代
以
降
か
ら
と
覺
し
い
。
服
部
嘉
香
・
植
原
路
郎
著
『
新
ら
し
い
言
葉
の
字
引
』（
實
業

之
日
本
社
）
か
ら
引
か
う
。

【
ジ
ャ
ー
ナ
ル
】Journal

（
英
）
雜
誌
。
新
聞
。

【
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
】Journalist

（
英
）
新
聞
記
者
。
雜
誌
記
者
。

【
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
】Journalism

（
英
）
新
聞
調
、
雜
誌
式
、
新
聞
中
心
、
雜
誌
向
き
、
な
ど
い
ふ
意
味
。

【
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
文
藝
】
新
聞
雜
誌
の
雜
報
記
事
的
の
文
藝
と
い
ふ
意
味
。
純
文
藝
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、

例
を
擧
げ
れ
ば
「
天
民
式
」（
其
項
參
照
）
の
描
寫
は
そ
れ
で
あ
る
。
又
、
第
二
義
と
し
て
、
文
藝
上
の
運
動
又
は
傾

向
が
、
新
聞
・
雜
誌
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
こ
と
を
い
ふ
。
ま
じ
め
な
要
求
に
影
響
さ
れ
た
文
藝
で
は
な
く
、
雜

誌
・
新
聞
に
よ
つ
て
流
行
を
作
ら
れ
る
不
眞
面
目
な
文
藝
と
い
ふ
意
味
。

右
は
大
正
九
年
十
一
月
訂
正
増
補
四
十
三
版
か
ら
引
い
た
（
松
崎
天
民
を
持
ち
出
し
た
所
が
面
白
い
が
、
そ
こ
は
大
正
十
四
年
三

月
『
大
増
補
改
版

新
ら
し
い
言
葉
の
字
引
』
で
削
ら
れ
た
）
。
同
書
初
版
は
一
九
一
八
年
十
月
で
、
以
後
續
出
す
る
類
似
商
品
の

種
本
と
し
て
、
か
の
有
名
な
『
や
便
』
―
―
『
ポ
ケ
ッ
ト
顧
問

や
、
此
は
便
利
だ
』（
平
凡
社
、
一
九
一
四
年
四
月
初
版
）
と
竝
ぶ

雙
璧
で
あ
っ
た
と
い
ふ
＊
５

。
と
も
あ
れ
、
同
書
を
眞
似
て
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
文
藝
」
で
立
項
し
た
新
語
辭
典
は
數
多
い

の
で
、
一
々
擧
げ
ず
、
右
を
以
て
代
表
さ
せ
る
。
こ
こ
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
ふ
語
が
通
俗
性
・
大
衆
性
と
い
っ
た
や

う
な
輕
蔑
的
含

意
を
有
す
る
こ
と
、
且
つ
そ
れ
が
特
に
文
藝
と
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン

因
み
に
『
ポ
ケ
ッ
ト
顧
問

や
、
此
は
便
利
だ

増
補
改
版
第
八
十
版

』（
一
九
二
三
年
十
月
）
の
方
で
は
こ
れ
を
「
新
聞
雜
誌
主
義
」
と

譯
す
。
正
に
こ
の
や
う
な
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
だ
か
ら
イ
ズ
ム
で
あ
り
主
義
で
あ
る
と
思
う
」
解
釋
こ
そ
は
、
後
に
戸
坂

、
、
、

マ
マ

潤
の
批
判
す
る
所
と
な
っ
た
。
マ
グ
ネ
テ
ィ
ズ
ム
（
磁
氣
）
を
磁
石
主
義
と
は
譯
さ
ぬ
の
と
同
樣
「
こ
の
際
の
何
々
イ
ズ
ム

と
は
勿
論
客
観
的
に
行
な
わ
れ
る
夫
々
の
現
象
を
指
す
と
い
う
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
」「
そ
う
し
な
い
限
り
、
ジ
ャ
ー

、
、

ナ
リ
ズ
ム
は
一
つ
の
道
徳
上
の
イ
ズ
ム
か
何
か
と
考
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
」

＊
３

と
。
事
實
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
問
題
と
さ

れ
る
場
合
に
は
、
む
し
ろ
「
道
徳
上
の
イ
ズ
ム
」
た
る
べ
き
こ
と
が
高
唱
さ
れ
て
來
た
と
言
っ
て
よ
い
。
新
聞
道
、
と
伊
藤

正
徳
は
言
ふ
。

ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
へ
ば
、
日
本
で
は
此
言
葉
が
少
し
曲
解
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。Journalism

は
、
辭
書
で
は

新
聞
業
と
か
、
新
聞
文
學
と
か
譯
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
眞
の
意
味
は
『
新
聞
道
』
と
で
も
言
ふ
べ
き
で
、
そ
の
含
蓄
す

る
意
義
は
『
言
論
の
武
士
道
』
と
稱
し
て
も
差
支
へ
な
い
の
だ
。
新
聞
の
社
會
的
使
命
、
そ
の
道
徳
律
、
そ
の
公
共
的

意
識
を
表
明
す
る
言
葉
で
あ
る
と
私
は
解
し
て
ゐ
る
。［
…
…
］

（
伊
藤
正
徳
『
新
聞
生
活
二
十
年
』
中
央
公
論
社
、
一
九
三
三
年
十
二
月
、
八
頁
）

求
道
者
氣
取
り
は
何
も
彼
一
人
で
は
な
い
。
原
田
棟
一
郎
『
新
聞
道
』（
大
阪
出
版
社
、
一
九
二
七
年
）
等
々
、
先
例
も
あ
る
こ

と
だ
。
そ
し
て
か
う
し
た
「
道
徳
上
の
イ
ズ
ム
」
は
今
日
に
至
る
ま
で
生
き
延
び
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
の
大
半
は
、「
社
會

の
木
鐸
」
「
正
義
と
人
權
」
「
言
論
の
自
由
」
と
い
っ
た
標
語
と
共
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
訓
辭
の
如
く
語
ら
れ
て
ゐ
る
。

大
新
聞
流
の
政
論
記
者
風
な
意
識
が
な
ほ
殘
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
に
も
か
か
は
ら
ず
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
半
面
―
―

お
ほ
し
ん
ぶ
ん

謂
は
ば
小
新
聞
流
の
そ
れ
―
―
は
儼
然
と
し
て
存
す
る
か
ら
、
否
定
す
る
形
で
あ
れ
一
言
せ
ず
に
は
を
れ
な
い
。

こし
か
る
に
、
我
が
評
論
家
の
中
に
は
、
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
右
と
正
反
對
の
意
味
に
使
ふ
人
が
少
く
な
い
。
一
種
の

墮
落
し
た
文
學
を
形
容
す
る
場
合
に
用
ゐ
た
り
、
上
辷
り
の
、
其
日
暮
し
的
の
意
味
に
當
て
嵌
め
た
り
、
或
は
揚
げ
足

取
り
の
手
法
を
説
明
す
る
場
合
に
用
ゐ
た
り
す
る
。
恰
か
も
米
國
の
ヱ
ロ
ー
・
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
日
本
の
赤
新
聞
）
の

意
味
に
解
し
、『
そ
れ
は
餘
り
に
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
チ
ツ
ク
に
過
ぎ
る
』
と
書
い
て
曝
露
主
義
を
非
難
す
る
表
現
に
利
用
し

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

た
り
す
る
。

（
伊
藤
正
徳
『
新
聞
生
活
二
十
年
』
中
央
公
論
社
、
一
九
三
三
年
十
二
月
、
八
～
九
頁
）
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か
う
い
ふ
慷
慨
談
流
の
「
ヂ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
の
惡
口
」
は
「
今
日
日
は
誰
で
も
云
ふ
こ
と
で
尻
馬
に
乘
る
の
が
氣
は
づ
か

け

ふ

び

し
い
く
ら
ゐ
で
あ
る
」
と
杉
山
平
助
は
言
ふ
だ
ら
う
。「
そ
こ
で
長
谷
川
如
是
閑
氏
み
た
い
に
、
ヂ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
と
は
本
來

は
健
康
な
も
の
な
ん
だ
が
、
營
利
觀
念
の
浸
潤
と
ゝ
も
に
頽
廢
す
る
に
至
つ
た
の
だ
な
ど
と
こ
ね
あ
げ
る
人
も
出
て
く
る
が
、

そ
も

貼
我
々
の
ヤ
キ
モ
キ
し
て
る
の
は
こ
の
「
頽
廢
し
た
ヂ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
」
の
こ
と
な
ん
だ
か
ら
、
こ
ん
な
話
を
聞
か

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
何
の
實
に
も
な
ら
ん
」
（
杉
山
平
助
「
ヂ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
を
ど
う
す
る
」
『
文
藝
春
秋
』
昭
和
六
年
十
一
月
號
→

『
春
風
を
斬
る
』
所
收
）
。

つ
ま
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
ふ
語
の
内
部
で
は
對
立
す
る
觀
念
が
衝
突
を
起
こ
し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
＊
６

。
強
ひ
て
こ

れ
を
一
義
的
に
分
け
ん
と
す
れ
ば
、
一
方
を
“Journalisticism

”
と
で
も
名
づ
け
る
べ
き
か
。
名
詞Journal

のism

で
は
な

く
、
形
容
詞Journalistic

の

ism
化
だ
。
こ
れ
は
藤
原
勘
治
『
新
聞
紙
と
社
會
文
化
の
建
設
』（
下
出
書
店
、
一
九
二
三
年
七

月
）
の
創
案
で
あ
る
。
同
書
は
、「
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
内
容
即
ち
社
會
現
象
」
に
「
所
謂
新
聞
紙
的
な
る
何
物
か
」
が
認

め
ら
れ
る
と
結
論
し
、
そ
れ
を
「
現
代
文
化
の
新
聞
調
」
と
呼
ん
だ
。
自
註
し
て
曰
く
、

新
聞
調
と
は
、
私
自
身
の
造
語
で
あ
る
。［
…
…
］
こ
れ
を
英
譯
す
れ
ば

Journalisticism

を
以
て
適
當
と
す
。［
…
…
］

新
聞
道
な
る
言
葉
を
用
ひ
る
人
が
（
建
部
［
遯
吾
］
博
士
も
そ
の
一
人
）
か
な
り
多
く
あ
る
が
、
こ
れ
はJournalism

の
譯

語
と
せ
ら
れ
て
を
り
、
新
聞
紙
或
は
新
聞
事
業
そ
の
も
の
の
内
部
的
規
範
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
私
の
新
聞
調

と
は
全
然
異
な
つ
た
立
場
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

（
藤
原
勘
治
『
新
聞
紙
と
社
會
文
化
の
建
設
』
下
出
書
店
、
一
九
二
三
年
七
月
、

頁
）
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無
論
こ
ん
な
新
語
は
一
向
に
採
用
さ
れ
ず
、Journalisticism

のJournalism

か
ら
の
分
離
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
大
體
、

「
新
聞
紙
的
な
る
何
物
か
」
な
ど
と
言
は
れ
て
も
そ
れ
で
は
全
然
説
明
に
な
っ
て
ゐ
な
い
。
だ
が
こ
の
時
點
で
從
來
と
は
異

な
る
意
味
合
ひ
の
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」（
い
や
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
シ
ズ
ム
か
）
が
感
知
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
も
よ

い
だ
ら
う
。
そ
の
把
握
は
次
代
に
持
ち
越
さ
れ
る
。

＊
３

戸
坂
潤
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
三
題
」
、
『
世
界
の
一
環
と
し
て
の
日
本
』
白
揚
社
、
一
九
三
七
年
四
月

→
『
戸
坂
潤
全

集

第
五
巻
』
勁
草
書
房
、
一
九
六
七
年
二
月
、

～

頁
。
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＊
４

樺
島
忠
夫
・
飛
田
良
文
・
米
川
明
彦
編
『
明
治
大
正

新
語
俗
語
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
四
年
五
月
）
一
四
八
頁
に
據

る
。
但
し
そ
こ
で
は
「
森
鴎
外
「
今
の
諸
家
の
小
説
論
を
読
み
て
」
（
明
治
二
二
）」
と
し
て
ゐ
、
明
治
二
十
九
年
刊
『
月
草
』

所
收
時
の
改
題
を
掲
げ
る
。
し
か
る
に
『
月
草
』
を
底
本
と
し
た
『
鴎
外
全
集

第
二
十
二
卷
』（
岩
波
書
店
）
の
本
文
で
は
、

肝
腎
の
「
ジ
ユ
ー
ル
ナ
リ
ス
ム
」
と
い
ふ
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
だ
。
卷
末
「
用
例
引
用
文
献
一
覧
」
に
は
該
當
す
る
典

據
は
『
鴎
外
全
集
』
し
か
な
い
。
初
出
『
柵
草
紙
』
の
本
文
に
據
っ
た
の
な
ら
、
初
出
時
の
題
「
現
代
諸
家
の
～
」
を
掲
げ
る

べ
き
で
、
混
亂
さ
せ
る
記
述
は
困
る
。

＊
５

松
井
栄
一
ほ
か
著
『
新
語
辞
典
の
研
究
と
解
題
』
〈
近
代
用
語
の
辞
典
集
成
・
別
巻
解
説
書
〉
大
空
社
、
一
九
九
六
年
二
月
、

參
照
。

＊
６

例
へ
ば
、
大
衆
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
父
（Father

of
Popular

Journalism

）
と
云
は
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ニ
ュ
ー
ン
ズ
が
、

一
八
九
〇
年
に
新
聞
界
の
雄
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ト
マ
ス
・
ス
テ
ッ
ド
に
宛
て
た
書
簡
を
想
起
し
て
も
よ
い
。
木
村
毅
「
近

代
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
發
達
史
」
の
譯
文
で
引
い
て
お
く
（
〈
岩
波
講
座
世
界
文
學

第
三
回
配
本
〉
一
九
三
三
年
二
月
→
『
現

代
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
研
究
』
公
人
書
房
、
一
九
三
三
年
五
月
、
９
～

頁
）。

10

『
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
に
は
二
種
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
一
つ
は
、
内
閣
を
作
っ
た
り
、
そ
の
祕
策
を
暴
露
し
た
り
、
場
合
に
依

つ
て
は
政
府
を
轉
覆
し
た
り
、
海
軍
擴
張
を
唱
へ
た
り
、
そ
の
他
凡
て
公
事
を
取
扱
ふ
も
の
だ
。
ま
さ
に
無
冠
の
帝
王
と

稱
す
べ
き
大
事
業
で
あ
る
。
此
れ
が
君
（
ス
テ
ッ
ド
）
の
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
だ
。
併
し
そ
れ
と
は
對
蹠
的
に
、
さ
う
し
た

大
野
心
は
卯
の
毛
ほ
ど
も
持
た
ぬ
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
そ
れ
は
只
、
營
々
役
々
と
し
て
働
い
て
ゐ
る
大
衆
が
、

さ
ゝ
や
か
な
娯
し
み
や
氣
晴
ら
し
を
求
め
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
に
健
全
な
無
害
な
言
葉
の
饗
應
を
す
る
だ
け
を
目
的
と
す

る
も
の
だ
。
そ
れ
は
全
く
へ
り
下
つ
て
、
え
ら
が
ら
な
い
の
だ
。
そ
れ
が
僕
（
ニ
ュ
ー
ン
ズ
）
の
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
だ
』

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

こ
こ
ま
で
述
べ
た
所
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
だ
ら
う
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
は
専
ら
新
聞
論
に
附
隨
す
る
形
で
語
ら
れ
て

ゐ
た
。「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
と
い
っ
て
も
、
多
く
は
ま
だ
「
新
聞
論
」
を
言
葉
だ
け
耳
新
し
い
カ
タ
カ
ナ
語
に
言
ひ
換
へ

た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
名
稱
の
變
化
す
る
と
こ
ろ
、
内
實
も
ま
た
變
容
し
て
ゐ
る
の
だ
。



四
頁

ジ
ァ
ア
ナ
リ
ズ
ム
が
「
新
聞
」
で
あ
り
、「
雜
誌
」
で
あ
る
内
包
に
お
い
て
、
そ
れ
自
身
の
定
義
は
、
た
い
し
て
見
當
違

ひ
で
な
い
に
し
て
も
、
現
代
い
ふ
と
こ
ろ
のJournalism

は
、
到
底
そ
れ
等
だ
け
で
は
、
掩
ひ
き
れ
な
い
多
量
な
容
積

で
、
空
氣
を
膨
張
さ
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
統
制
す
る
た
め
の
定
義
も
ま
た
膨
張
し
な
い
わ
け
に
行

か
な
い
。［
…
…
］
そ
こ
で
彼
は
ジ
ァ
ア
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
だ
と
批
評
し
た
場
合
に
、
彼
が
新
聞
、
雜
誌
的
だ
と
い
ふ
漠

然
た
る
概
念
を
與
へ
る
の
に
比
例
し
て
、
ジ
ァ
ア
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
だ
と
い
ふ
方
が
、
何
か
知
ら
、
も
つ
と
切
實
で
、

「
新
聞
、
雜
誌
的
」
が
與
へ
得
な
い
内
容
を
、
完
全
に
味
ひ
得
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ら
う
。

（
千
葉
龜
雄
「
現
代
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」『
經
濟
往
來
』
一
九
三
〇
年
十
一
月
號
〈
現
代
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
判
號
〉）

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
ふ
の
は
、
も
は
や
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
み
な
ら
ず
、
雜
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
出
版
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
…
…
、
と
い
っ
た
下
位
分
野
を
包
括
す
る
總
稱
な
の
で
あ
り
、
或
い
は
、
ラ
ヂ
オ
等
の
放
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、

映
畫
等
の
映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
等
々
を
含
ん
だ
上
位
範
疇
で
あ
る
。
と
い
ふ
よ
り
話
は
逆
で
、
初
め
は
新
聞
業
界
を
中

心
と
し
な
が
ら
も
、
次
第
に
類
似
の
他
領
域
と
の
差
異
と
相
同
が
意
識
さ
れ
る
う
ち
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
ふ
語
が
外

延
を
擴
げ
、
綜
合
的
な
概
念
と
し
て
抽
象
度
を
高
め
て
い
っ
た
の
だ
ら
う
。

そ
れ
を
よ
く
示
す
の
が
、
『
綜
合
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
座
』
全
十
二
巻
（
内
外
社
、
一
九
三
〇
年
十
月
～
三
一
年
十
一
月
）
で

あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
關
す
る
各
論
を
正
に
綜
合
・
集
大
成
し
た
、
劃
期
的
な
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
＊
７

（
尤
も
、
依

然
新
聞
が
論
ぜ
ら
れ
る
中
心
で
は
あ
っ
た
が
）
。
『
出
版
事
典
』（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
七
一
年
十
二
月
）
の
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
」
の
項
で
は
「
明
治
・
大
正
期
に
は
〈
操
觚
界
〉
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
昭
和
期
に
は
い
り
、
《
綜
合
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

マ
マ

ム
講
座
》
（1

9
3
0

年
・
全12

卷
・
内
外
社
）
な
ど
の
刊
行
も
あ
っ
て
、
こ
の
外
来
語
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
す
る
。

先
に
新
語
辭
典
に
見
た
通
り
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
は
外
來
語
と
し
て
は
既
に
大
正
期
に
定
着
し
て
ゐ
た
筈
だ
が
、
一
般
に

普
及
通
用
し
、
且
つ
そ
れ
が
論
ぜ
ら
れ
る
對
象
と
し
て
も
獨
立
し
た
相
貌
を
呈
し
た
の
は
こ
の
講
座
を
以
て
目

印
と
す
る
、

メ
ル
ク
マ
ー
ル

と
解
し
て
お
け
ば
よ
か
ら
う
。
即
ち
、
文
中
に
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
ふ
語
彙
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
に
留
ま
ら

ず
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
し
て
そ
れ
自
體
で
主
題
化
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
ほ
ぼ
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
こ
と
だ

ヽ

と
考
へ
ら
れ
る
。

例
證
と
し
て
、
い
さ
さ
か
安
直
な
が
ら
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
（
乃
至
は
「
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
）
と
い
ふ
單
語
を
書
名
に

含
ん
だ
圖
書
を
擧
げ
て
み
よ
う
。
件
の
『
綜
合
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
座
』
及
び
そ
の
發
行
元
た
る
内
外
社
の
書
籍
を
除
く
と
、

戰
前
の
刊
行
物
と
し
て
九
點
が
數
へ
ら
れ
る
＊
８

が
、
一
九
三
〇
年
以
前
に
は
一
册
も
見
出
せ
な
い
。
う
ち
喜
多
壯
一
郞

『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
理
論
と
現
象
』
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
く
新
聞
と
題
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
出
版
者
の
要
請

で
改
め
た
と
自
序
に
述
べ
て
を
り
、
新
聞
論
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
へ
移
る
過
渡
期
の
事
情
を
語
る
も
の
だ
。

喜
多
壯
一
郞

『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
理
論
と
現
象
』

千
倉
書
房

一
九
三
二
年
十
一
月

木
村

毅

『
近
代
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
發
達
史
』〈
岩
波
講
座

世
界
文
學
〉

岩
波
書
店

一
九
三
三
年
二
月

木
村

毅

『
現
代
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
研
究
』

公
人
書
房

一
九
三
三
年
五
月

新
聞
之
新
聞
社
編

『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
演
會
集
』

新
聞
之
新
聞
社

一
九
三
四
年

杉
山
平
助

『
現
代
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
』

白
揚
社

一
九
三
五
年
二
月

大
宅
壯
一

『
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
話
』

白
揚
社

一
九
三
五
年
三
月

四
至
本
八
郎

『
動
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

一
九
三
七
年
四
月

關

豐
作

『
評
傳
・
奧
村
信
太
郎
』
〈
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
十
傑
叢
書
〉

解
放
社

一
九
三
八
年
十
二
月

伊
藤

迪

『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
日
本
的
課
題
』

日
本
評
論
社

一
九
四
一
年
五
月

動
向
を
ヨ
リ
精
確
に
掴
む
に
は
新
聞
雜
誌
記
事
に
就
く
べ
き
だ
ら
う
が
、
ざ
っ
と
一
覽
し
た
限
り
で
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
題
目
と
す
る
記
事
が
現
れ
る
の
が
二
〇
年
代
後
半
で
や
は
り
一
九
三
〇
年
代
に
點
數
急
増
し
て
ゐ
る
事
實
が
あ
る
。
各

誌
で
特
輯
が
組
ま
れ
た
所
爲
も
あ
る
だ
ら
う
。
そ
の
他
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
論
じ
な
が
ら
も
殊
更
に
そ
の
語
を
題
に
掲
げ

な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
數
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

だ
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
は
、
昭
和
前
期
に
興
っ
た
も
の
、
三
〇
年
代
と
い
ふ
時
代
の
刻
印
を
帶
び
た
も
の
、
な
の

だ
。
そ
れ
以
前
は
、
主
に
新
聞
論
で
あ
り
時
に
雜
誌
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
戰
中
は
戰
時
宣
傳
論
と
化
し
、
敗
戰
後
は

再
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
し
て
活
況
を
呈
し
た
も
の
の
、
マ
ス
コ
ミ
こ
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
る
新
語
の
普

及
も
あ
り
＊
９

、
大
分
そ
の
方
に
意
味
内
容
が
吸
ひ
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
、
新
聞
道
（
と
は
云
は
な
く
な
っ
た
が
）
と
し



五
頁

て
の
覺
悟
を
説
く
ご
と
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
が
主
調
と
な
っ
て
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
對
義
語
で
あ
りJournalistic

な

ism
で
あ
る
や
う
な
、
さ
う
い
ふ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
論
究
さ
れ
る
こ
と
は
尠
く
な
っ
て
い
っ
た
。
か
つ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

と
は
、
新
聞
雜
誌
論
と
言
っ
て
は
言
ひ
足
り
な
い
、
單
な
る
呼
び
名
の
改
變
以
上
の
新
た
な
概
念
の
擴
張
を
伴
っ
た
筈
だ
し
、

そ
れ
が
マ
ス
コ
ミ
と
い
ふ
類
義
語
の
登
場
で
同
義
衝
突
を
起
こ
せ
ば
、
名
は
等
し
く
と
も
最
早
以
前
と
は
内
實
が
相
異
な
る

の
だ
。

と
も
あ
れ
、
か
う
し
た
活
字
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
上
に
於
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
は
、
自
己
言
及
的
で
あ
る
だ
け
に
恰
も
合

は
せ
鏡
に
映
し
た
や
う
に
増
幅
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
自
意
識
を
獲
得
す
る
迄
に
成
長
し
た
こ
と

を
示
す
徴
候
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
や
う
な
言
説
の
中
に
こ
そ
、「
メ
デ
ィ
ア
」
と
は
ま
た
違
っ
た
觀
點
で
、
當
時
の
同
時
代
人

が
當
時
な
り
に
そ
の
文
化
環
境
を
如
何
に
捉
へ
て
ゐ
た
か
が
讀
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

＊
７

『
綜
合
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
座
』
は
、
第
３
卷
挾
み
込
み
の
『
内
外
社
月
報
』
第
二
號
（
昭
和
五
年
十
二
月
一
日
）
で
は

「
千
葉
龜
雄
／
大
宅
壯
一
編
輯
」
と
す
る
が
本
體
に
そ
の
記
載
無
し
。
奥
付
の
編
輯
兼
發
行
人
は
１
～

卷
ま
で
橘
篤
郎
、
木

10

村
毅
『
私
の
文
学
回
顧
録
』
（
青
蛙
房
、
一
九
七
九
年
九
月
）

頁
に
よ
れ
ば
大
宅
壯
一
が
『
社
會
問
題
講
座
』
（
新
潮
社
）
を

330

編
輯
し
て
ゐ
た
頃
の
子
分
格
で
、
立
花
隆
は
そ
の
甥
。

・

卷
の
編
輯
兼
發
行
人
は
小
澤
正
元
、
林
達
夫
が
『
思
想
の
ド
ラ

11

12

マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
』
（
〈
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
一
九
九
三
年
六
月
）
で
語
る
所
で
は
、
内
外
社
は
彼
が
「
金
を
出
し
て
作
っ

た
」
。
ま
た
手
當
ゼ
ロ
の
重
役
と
し
て
服
部
之
總
、
大
宅
壯
一
、
林
が
手
傳
っ
た
、
と
い
ふ
。

＊
８

総
合
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
所
編
『
マ
ス
コ
ミ
文
献
集
大
成
』（
東
京
社
、
一
九
七
四
年
四
月
）
他
參
照
。

＊
９

鶴
見
俊
輔
に
よ
れ
ば
、
「
マ
ス
コ
ミ
」
と
い
ふ
略
語
は
大
久
保
忠
利
の
發
案
ら
し
い
。
鶴
見
俊
輔
編
集
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
思
想
』
（
〈
現
代
日
本
思
想
大
系

〉
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
六
月
）
解
説
、
參
照
。
そ
の
功
あ
っ
て
か
、
日
本
で
は
他
國

12

と
違
っ
て
こ
の
社
會
學
用
語
が
知
識
人
以
外
に
も
口
に
さ
れ
る
ほ
ど
弘
ま
っ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
杉
山
平
助

以
上
が
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
の
一
九
三
〇
年
代
」
と
題
す
る
所
以
だ
が
、
三
〇
年
代
と
限
定
し
て
す
ら
見
る
べ
き
も
の

は
多
い
。
無
闇
に
資
料
の
間
を
彷
徨
し
て
は
埒
が
明
く
ま
い
か
ら
、
何
か
核
と
な
る
も
の
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。
飽
和
溶
液

に
投
じ
た
核
の
周
り
に
結
晶
が
析
出
さ
れ
る
如
く
、
時
代
の
雰
圍
氣
と
い
ふ
や
う
な
漠
然
と
滲
透
し
て
ゐ
た
も
の
を
具
體
的

に
掴
め
る
や
う
に
す
る
手
立
て
だ
。

さ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
が
狹
義
の
新
聞
論
か
ら
脱
皮
す
る
に
つ
れ
、
論
じ
る
者
も
新
聞
關
係
者
や
新
聞
研
究
の
徒
ば
か

り
で
は
な
く
な
っ
て
ゐ
た
。
前
掲
し
た
九
點
の
本
で
も
、
著
者
が
三
人
ま
で
文
學
者
で
あ
る
の
に
お
氣
づ
き
だ
ら
う
か
。
即

ち
、
木
村
毅
、
杉
山
平
助
、
大
宅
壯
一
、
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
新
聞
論
に
跼
蹐
す
る
も
の
で
な
い

こ
と
、
殊
に
文
學
と
は
縁
が
あ
る
こ
と
、
察
せ
ら
れ
よ
う
。

木
村
毅
（*1894

～1979

）
は
小
説
家
で
あ
り
明
治
文
學
研
究
の
草
分
け
で
あ
り
、
特
に
圓
本
の
企
劃
者
で
あ
っ
た
こ
と
は

出
版
文
化
と
し
て
の
近
代
文
學
と
い
ふ
視
角
か
ら
近
年
再
び
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
。
大
宅
壯
一
（*1900

～

1970

）
は
む
し
ろ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
呼
ぶ
方
が
相
應
し
い
と
思
は
れ
よ
う
し
、
戰
後
は
マ
ス
コ
ミ
人
間
と
し
て
萬
能
評
論
家
の
觀
が
あ
っ
た

が
、
し
か
し
戰
前
は
「
文
壇
ギ
ル
ド
の
解
體
期

大
正
十
五
年
に
お
け
る
我
國
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一
斷
面
」（
一
九
二
六
年
）
で

出
發
し
た
文
藝
評
論
家
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
杉
山
平
助
―
―
こ
れ
は
今
や
最
も
忘
れ
ら
れ
た
人
物
だ
ら
う
。
し
か
し
當
時
そ

の
活
動
量
で
は
却
っ
て
木
村
毅
・
大
宅
壯
一
に
優
る
と
も
劣
ら
ず
、
單
著
だ
け
見
て
も
優
に
二
十
册
以
上
を
數
へ
る
。「
と
に

か
く
、
杉
山
平
助
は
、
そ
の
こ
ろ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
君
臨
し
て
い
る
大
批
評
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

つ
ま
り
、
か
れ
に
お
び
た
だ
し
い
著
書
が
あ
っ
た
と
い
う
意
味
だ
」
（
花
田
清
輝
）
＊

。
こ
の
名
を
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
同
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時
代
を
探
っ
て
ゆ
く
と
す
れ
ば
、
ど
う
な
る
か
。

杉
山
平
助
（*1895

～1946

）
の
傳
記
は
各
種
事
典
な
ど
に
も
見
る
通
り
、
詳
し
く
は
都
築
久
義
「
杉
山
平
助
論
」
＊

に
據

11

ら
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
作
家
論
が
目
的
で
は
な
い
の
で
要
點
の
み
略
述
す
る
。

初
め
彼
は
小
説
家
と
し
て
登
場
し
た
。
自
傳
的
長
篇
『
一
日
本
人
』（
一
九
二
五
年
十
二
月
）
を
自
費
出
版
し
て
世
に
打
っ
て

出
、
生
田
長
江
か
ら
最
大
級
の
激
賞
を
受
け
た
＊

が
、
そ
れ
で
も
默
殺
さ
れ
た
＊

。
彼
が
文
壇
に
認
知
さ
れ
た
の
は
評
論
家

12
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と
し
て
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
筆
は
文
藝
批
評
に
留
ま
ら
ず
、
社
會
時
評
や
風
俗
論
、
政
財
界
の
人
物
論
に
ま
で
及
ん
だ
。

ま
づ
大
ま
か
な
位
置
附
け
を
言
へ
ば
、「
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
評
論
家
と
し
て
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
重
用
さ
れ
、
大
宅
壮

一
と
左
右
一
対
を
な
し
た
と
い
え
ば
、
や
や
そ
の
位
置
も
鮮
明
で
あ
ろ
う
か
。
両
人
と
も
に
思
う
と
こ
ろ
を
ズ
バ
ズ
バ
い
っ



六
頁

て
の
け
る
無
遠
慮
な
野
人
性
、
文
学
に
偏
し
な
い
視
野
の
広
さ
、」
…
…
云
々
（
石
橋
万
喜
夫
、
『
現
代
日
本
文
学
大
事
典
』
明
治

書
院
、
一
九
六
五
年
十
一
月
）
。
或
い
は
云
ふ
、
「
彼
は
、
文
明
批
評
家
と
も
い
う
べ
き
視
野
を
持
ち
、
文
学
・
社
会
・
政
治
の

各
方
面
に
渡
っ
て
一
家
の
見
識
を
も
っ
て
い
た
が
、
文
芸
の
理
解
に
あ
ま
り
に
即
物
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
結
局
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
て
い
た
」（
田
中
保
隆
、
『
近
代
日
本
文
学
辞
典
』
東
京
堂
、
一
九
五
四
年
五
月
）
と
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
言
ふ
が
、
杉
山
が
新
聞
記
者
だ
と
言
ひ
た
い
わ
け
で
な
く
、
む
ろ
ん
蔑
稱
で
あ
る
。
こ
れ
が
蔑
稱
に

な
る
と
こ
ろ
が
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
ふ
縁
語
の
語
感
を
も
示
す
。
だ
か
ら
こ
そ
三
木
清
が
杉
山
に
宛
て
た
言
葉
も
皮

肉
に
響
く
―
―
「
私
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
あ
な
た
を
尊
敬
し
ま
す
。
私
自
身
の
趣
味
や
氣
質
に
合
ふ
か
ど
う
か
は

別
に
し
て
、
あ
な
た
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
上
で
一
つ
の
新
し
い
型
を
作
ら
れ
た
人
で
あ
り
、
あ
な
た
の
議
論
や
思
想
に
私

が
つ
ね
に
賛
成
し
得
る
か
ど
う
か
に
拘
ら
ず
、
そ
の
點
に
於
て
私
は
あ
な
た
を
尊
敬
し
ま
す
」
（
「
杉
山
平
助
氏
へ
」
『
文
學
界
』

昭
和
十
三
年
六
月
號
→
『
三
木
清
全
集

第
十
九
巻
』
）
。

と
こ
ろ
で
三
木
清
が
言
ふ
「
一
つ
の
新
し
い
型
」
と
は
何
か
。
杉
山
平
助
が
名
を
成
し
た
所
以
も
そ
こ
に
あ
る
。
以
下
に

そ
れ
を
論
じ
よ
う
。

＊

花
田
清
輝
「
赤
ず
き
ん
」
『
群
像
』
一
九
六
四
年
五
月
號
「
特
集

最
初
に
書
い
た
批
評
・
最
初
に
受
け
た
反
論
」
→
改
題

10「
最
初
の
批
評
―
―
『
赤
ず
き
ん
』
」
『
花
田
清
輝
全
集

第

卷
』。
こ
れ
は
「
赤
づ
き
ん

杉
山
平
助
の
肖
像
畫
」（
初
出
『
文
化

11

組
織
』
一
九
四
〇
年
一
月
號
→
『
自
明
の
理
』『
錯
亂
の
論
理
』
所
收
）
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
。

＊

都
築
久
義
「
杉
山
平
助
論
」『
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
』
第
六
號
、
一
九
八
一
年
三
月
、

～

頁
。
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136

100

＊

生
田
長
江
「
小
説
「
一
日
本
人
」
を
讀
め
」
『
國
民
新
聞
』
一
九
二
六
年
一
月
十
一
日
。
そ
こ
で
長
江
は
杉
山
を
「
天
才
的

12な
文
藝
家
」
と
ま
で
過
襃
し
た
。
つ
い
で
に
「
曾
つ
て
私
が
島
田
清
次
郎
君
の
「
地
上
」
第
一
部
に
對
し
て
加
へ
た
好
意
的
批

評
の
當
否
は
暫
く
措
き
、
私
が
彼
に
許
す
に
天
才
者
を
以
て
し
た
と
傳
ふ
る
如
き
は
、
私
を
誣
ふ
る
も
甚
だ
し
い
も
の
で
あ

る
」
と
語
る
に
落
つ
る
や
う
な
辯
明
を
し
て
ゐ
、
こ
れ
が
興
味
深
い
。
そ
こ
に
、
島
田
清
次
郎
的
な
文
學
受
容
枠
組
と
で
も
謂

フ
レ
イ
ム

ふ
べ
き
も
の
が
う
か
が
は
れ
る
か
ら
だ
。
實
際
、
『
一
日
本
人
』
の
結
末
二
頁
、
主
人
公
の
文
壇
へ
の
野
望
と
文
學
的
成
功
が

夢
想
さ
れ
る
場
面
は
、
あ
た
か
も
島
田
清
次
郎
的
な
る
も
の
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
の
や
う
だ
。

＊

實
に
そ
の
默
殺
た
る
や
、
古
谷
榮
一
「
默
殺
さ
れ
た
杉
山
氏
の
創
作
「
一
日
本
人
」
を
評
す

」
（
『
讀
賣
新
聞
』
一

13

（上）
（中）
（下）

九
二
六
年
九
月
二
十
六
～
二
十
八
日
）
と
い
ふ
三
回
に
亙
る
書
評
が
出
た
程
に
「
默
殺
さ
れ
た
」。

匿
名
批
評
の
時
代

杉
山
平
助
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
の
は
、
逆
説
的
に
も
、
匿
名
批
評
で
あ
っ
た
。

『
一
日
本
人
』
に
つ
づ
く
第
二
著
『
春
風
を
斬
る
』（
大
畑
書
店
、
一
九
三
三
年
五
月
）
は
「
氷
川
烈
」
と
い
ふ
署
名
で
刊
行

さ
れ
た
（
二
年
後
に
『
愛
國
心
と
猫
』
と
改
題
し
て
本
名
で
千
倉
書
房
よ
り
再
刊
）
。
氷
川
烈
と
は
、
東
京
朝
日
新
聞
學
藝
欄
の
匿

名
コ
ラ
ム
「
豆
戰
艦
」
で
杉
山
が
用
ゐ
た
筆
名
で
あ
る
。
何
も
「
豆
戰
艦
」
だ
け
を
收
録
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
初
出
に
遡

れ
ば
本
名
で
發
表
し
た
評
論
も
多
い
の
だ
が
、
敢
へ
て
そ
れ
を
こ
の
名
義
で
一
卷
と
し
た
と
こ
ろ
に
匿
名
批
評
家
・
氷
川
烈

の
盛
名
が
う
か
が
は
れ
る
。
同
時
に
『
新
潮
』
一
九
三
三
年
五
月
號
に
載
っ
た
「
大
御
所
論
」
も
こ
れ
の
み
氷
川
烈
名
義
で

發
表
し
て
ゐ
る
。「
ま
づ
匿
名
で
認
め
ら
れ
て
、
つ
ぎ
に
本
名
を
か
か
げ
る
に
い
た
つ
た
の
も
、
い
か
に
も
「
非
常
時
」
ら
し

い
文
壇
進
出
法
で
あ
る
」
と
は
大
宅
壯
一
の
評
だ
。「
い
づ
れ
に
し
て
も
、
彼
は
匿
名
評
論
界
の
第
一
人
者
で
、
彼
が
こ
の
風

潮
を
つ
く
り
出
し
た
、
と
い
つ
て
惡
け
れ
ば
、
こ
の
風
潮
の
波
に
乘
つ
て
現
れ
た
男
で
あ
る
。
」
（
「
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
匿
名
批

評
」
）
＊

。
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匿
名
批
評
な
ど
い
つ
の
時
代
に
も
あ
る
も
の
の
や
う
だ
が
、
實
は
二
十
一
世
紀
に
あ
っ
て
は
既
に
失
は
れ
た
文
藝
ジ
ャ
ン

ル
の
あ
り
や
う
と
言
っ
て
よ
い
。
絓
秀
実
は
「
今
日
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
評
の
た
め
に

小
林
秀
雄
と
大
西
巨
人
」
と
題
す

す
が

る
小
林
秀
雄
論
の
中
で
「
今
日
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
評
の
崩
壊
が
、
匿
名
批
評
の
消
滅
と
い
う
見
や
す
い
事
態
に
反
映
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
文
壇
批
評
家
の
誰
一
人
と
し
て
指
摘
し

な
い
」
と
喝
破
し
て
、
そ
の
現
状
を
概
括
し
て
ゐ
る
。

周
知
で
あ
る
か
否
か
は
問
わ
ず
、
雑
誌
『
群
像
』
の
「
侃
々
諤
々
」
が
本
年
一
月
号
か
ら
廃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

い
わ
ゆ
る
文
芸
雑
誌
か
ら
匿
名
批
評
（
匿
名
コ
ラ
ム
）
は
す
べ
て
姿
を
消
し
た
。
『
文
學
界
』
の
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ

ワ
ー
」
は
九
〇
年
代
初
頭
に
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
八
〇
年
代
に
は
存
在
し
た
「
三
人
冗
言
」（
『
す
ば
る
』
）
も

「
魑
魅
魍
魎
」（
『
文
藝
』
）
も
、
と
う
に
な
い
。
八
〇
年
代
に
健
闘
し
た
「
斜
断
機
」（
『
産
経
新
聞
』
）
は
、
九
〇
年
代
中



七
頁

葉
の
あ
る
事
件
の
余
波
で
署
名
コ
ラ
ム
と
化
し
、
役
割
を
半
減
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
書
評
紙
の
匿
名
も
今
は
な
い
。
現

存
す
る
目
ぼ
し
い
匿
名
批
評
と
い
え
ば
、
伝
統
あ
る
「
大
波
小
波
」（
『
東
京
新
聞
』
）
と
「
文
壇
事
情
」（
『
噂
の
真
相
』
）

く
ら
い
だ
が
、
前
者
の
長
年
の
停
滞
は
目
を
お
お
う
ば
か
り
で
あ
り
、
後
者
が
か
ろ
う
じ
て
（
時
と
し
て
）
存
在
意
義
を

保
っ
て
い
る
も
の
の
、
掲
載
誌
の
性
格
上
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
の
影
響
力
に
は
限
界
が
あ
る
。
も
う
一
つ
、
現
在
健

闘
し
て
い
る
と
評
し
う
る
も
の
に
、
『
新
潮

』
の
偽
署
名
コ
ラ
ム
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
新
潮
』
本
誌
に
匿
名
批
評
欄

45

が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
の
前
提
の
上
で
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
布
置
の
な
か
で
今
一
つ
力
を
行
使
し

え
な
い
。（

絓
秀
実
「
今
日
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
評
の
た
め
に
」
『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
〇
一
年
六
月
號
「
特
集

小
林
秀
雄
」

頁
）
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「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
」（
ヘ
ー
ゲ
ル
）
の
譬
喩
も
あ
る
如
く
、
畢
竟
我
々
の
認
識
は
現
在
進
行
形
の
も
の
に
は
及
び
得
ず
、
終

焉
を
迎
へ
る
頃
に
な
っ
て
初
め
て
今
ま
で
看
過
ご
し
て
き
た
も
の
を
そ
れ
と
認
識
し
出
す
。
恐
ら
く
こ
の
梟
の
顏
は
過
去
の

方
に
向
い
て
ゐ
て
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
「
歴
史
の
天
使
」
の
や
う
に
？
）
、
せ
い
ぜ
い
過
去
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
だ
け
し
か
眼
前

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
や
う
に
終
焉
し
つ
つ
あ
る
匿
名
批
評
が
や
う
や
く
歴
史
的
存
在
と
し
て
映
じ
て
く
る
時
、

杉
山
平
助
と
い
ふ
名
が
索

引
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
わ
け
だ
。

イ
ン
デ
ツ
ク
ス

さ
て
杉
山
が
覆
面
で
登
場
し
た
「
豆
戰
艦
」
は
、
毎
月
の
雜
誌
短
評
欄
で
あ
っ
た
。
創
設
さ
れ
た
一
九
三
一
年
十
二
月
は

無
署
名
、
翌
年
一
月
か
ら
氷
川
烈
の
名
が
入
り
、
途
中
「
そ
の
匿
名
を
氷
川
烈
、
横
手
丑
之
助
、
大
伴
女
鳥
と
い
ふ
風
に
變

へ
た
け
れ
ど
、
そ
の
前
半
期
に
お
け
る
筆
者
は
、
完
全
に
私
一
人
で
あ
つ
た
」（
杉
山
平
助
「
匿
名
批
評
論
」
『
日
本
評
論
』
一
九

三
七
年
五
月
號
→
『
現
代
日
本
觀
』
所
收
）
。
後
期
、
即
ち
一
九
三
四
年
二
月
の
大
伴
女
鳥
（
＝
タ
イ
ハ
ン
メ
イ
チ
ュ
ウ
）
か
ら
は

青
野
季
吉
と
の
共
同
の
筆
名
で
あ
り
＊

、
以
後
同
欄
は
Ｘ
、
玉
藻
刈
彦
等
の
變
名
を
交
へ
つ
つ
一
九
三
六
年
五
月
ま
で
續
い

15

た
。「
一
九
三
二
年
、
三
年
が
最
も
絶
頂
で
あ
つ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
全
體
か
ら
問
題
を
拾
つ
て
辛
辣
に
批
評
し
た
。
思
ひ

切
つ
た
惡
口
も
の
つ
た
た
め
に
、
そ
れ
は
忽
ち
世
間
の
注
視
の
的
と
な
り
、
匿
名
批
評
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
全
體
に
擴
が
つ

て
ゆ
き
、
筆
者
の
杉
山
は
文
藝
評
論
を
は
じ
め
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
流
行
し
て
い
つ
た
」
と
は
板
垣
直
子

の
總
括
す
る
と
こ
ろ
＊

。
こ
の
「
豆
戰
艦
」
の
成
功
が
新
聞
雜
誌
全
般
に
匿
名
批
評
欄
の
隆
盛
を
生
ん
だ
經
緯
は
、
杉
山
自

16

身
も
述
べ
る
。
「
い
づ
れ
に
せ
よ
「
日
々
」［
東
京
日
日
新
聞
］
の
「
匿
名
欄
」
、
そ
の
後
の
「
お
け
ら
の
唄
」
、
都
の
「
大
波
小

波
」
、
讀
賣
の
「
壁
評
論
」
、
報
知
の
「
速
射
砲
」
等
が
陸
續
と
し
て
あ
ら
は
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
つ

た
」「
新
聞
の
「
匿
名
欄
」
の
旺
盛
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
從
來
散
見
し
て
ゐ
た
雜
誌
に
お
け
る
匿
名
的
評
論
も
、
さ
ら
に
ま
た

旺
盛
に
な
つ
て
來
て
、
編
輯
者
の
重
要
な
關
心
を
ひ
く
や
う
に
な
つ
た
」（
「
匿
名
批
評
論
」
）
と
は
、
決
し
て
自
畫
自
讚
で
は

な
く
衆
目
の
認
め
る
所
だ
っ
た
。「
杉
山
平
助
の
登
場
や
「
豆
戰
艦
」
の
好
評
を
無
視
し
て
す
く
な
く
と
も
今
日
の
匿
名
流
行

を
論
じ
ら
れ
ず
」（
矢
崎
彈
『
過
渡
期
文
藝
の
斷
層
』
昭
森
社
、
一
九
三
七
年
四
月
、

頁
）
。
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當
時
の
匿
名
批
評
界
を
大
宅
壯
一
に
よ
っ
て
概
觀
し
て
お
か
う
。

こ
れ
ま
で
匿
名
評
論
と
い
へ
ば
、
或
る
事
件
や
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
論
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
殊

な
條
件
の
も
と
に
お
か
れ
て
ゐ
た
人
間
が
、
や
む
を
え
ず
と
つ
た
特
殊
な
、
ど
つ
ち
か
と
い
へ
ば
變
態
的
な
評
論
形
式

で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
頃
は
か
へ
つ
て
匿
名
評
論
の
方
が
、
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
上
で
、
特
に
セ
ー
ヴ
さ
れ
た
指

定
席
を
占
め
て
ゐ
る
場
合
が
多
い
。
裏
木
戸
が
い
つ
の
間
に
か
玄
關
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
形
で
あ
る
。

新
聞
の
學
藝
欄
で
も
、
讀
賣
の
「
壁
評
論
」、
朝
日
の
「
豆
戰
艦
」
、
日
日
の
「
蝸
牛
の
視
角
」、
都
の
「
大
波
小
波
」

等
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
匿
名
席
が
常
設
さ
れ
て
ゐ
る
。
雜
誌
の
方
で
も
『
新
潮
』
の
「
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
」
や

「
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
」
な
ど
は
、
も
う
か
な
り
長
く
つ
ゞ
い
て
、
同
誌
の
骨
格
の
一
部
に
さ
へ
な
つ
て
ゐ
る
や

う
だ
し
、
『
中
央
公
論
』
の
「
街
の
人
物
評
論
」
な
ど
も
當
分
ず
つ
と
つ
ゞ
き
さ
う
だ
。
そ
の
ほ
か
『
文
藝
春
秋
』
の

「
文
藝
春
秋
」
、
『
文
藝
』
の
「
五
行
言
」
、『
改
造
』
の
「
寸
評
」
を
始
め
、
古
く
か
ら
あ
る
列
傳
體
や
總
ま
く
り
式
の

匿
名
人
物
評
論
な
ど
を
一
々
あ
げ
て
行
つ
た
ら
き
り
が
な
い
。
特
に
『
文
藝
春
秋
』
の
如
き
は
、
政
治
、
經
濟
、
新
聞
、

ラ
ヂ
オ
等
に
わ
た
つ
て
、
常
設
的
匿
名
評
論
が
、
同
誌
評
論
欄
の
脊
髓
に
な
つ
て
ゐ
る
と
い
つ
て
も
、
敢
て
過
言
で
は

な
い
。

（
大
宅
壯
一
「
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
匿
名
批
評
」
前
掲
『
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
話
』
所
收
、

～

頁
）
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以
て
、
從
來
か
ら
あ
っ
た
匿
名
批
評
と
の
あ
り
方
の
違
ひ
、
そ
し
て
そ
の
具
體
的
な
擴
が
り
ぶ
り
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
杉
山
自
身
は
匿
名
批
評
の
特
色
を
奈
邊
に
見
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
か
。
「
そ
れ
は
初
期
に
お
い
て
、
惡
ヂ
ヤ
ア
ナ

リ
ズ
ム
へ
の
一
つ
の
反
撃
と
し
て
あ
ら
は
れ
た
」（
「
匿
名
批
評
論
」
）
と
は
後
に
顧
み
て
の
言
だ
。
こ
れ
を
匿
名
評
論
全
盛
の

最
中
の
言
葉
で
語
ら
せ
る
と
し
よ
う
。
曰
く
、「
文
壇
に
匿
名
辻
斬
り
横
行
す
。
／
こ
れ
ま
た
不
自
然
な
る
ヂ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム



八
頁

の
か
も
し
た
「
險
惡
な
る
一
世
相
」
と
云
ふ
べ
き
か
。
／
こ
の
「
險
惡
な
る
一
世
相
」
を
招
來
し
た
る
も
の
は
何
か
。
／
一

に
曰
く
、
出
版
資
本
の
強
壓
力
で
あ
る
。[

…
…]

」（
「
續
文
壇
從
軍
記

昭
和
七
年
」
中
「
一
六

匿
名
辻
斬
り
と
編
輯
者
」
『
氷
河

の
あ
く
び
』

頁
）
。
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近
頃
、
目
だ
つ
た
現
象
と
し
て
の
匿
名
の
批
評
、
攻
撃
、
皮
肉
、
漫
罵
と
い
つ
た
や
う
な
こ
と
は
、
出
版
資
本
の
統

制
力
が
強
き
に
從
つ
て
、
文
筆
業
者
が
感
懷
を
率
直
に
語
る
自
由
を
奪
は
れ
て
ゆ
く
傾
向
に
激
發
さ
れ
て
發
生
し
た
と

こ
ろ
の
變
態
的
現
象
と
し
て
も
部
分
的
に
は
説
明
が
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
近
時
の
匿
名
欄
の
内
容
を
な
す
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
や
う
に
單
に
個
人
的
な
作
家
批
評

家
相
互
の
中
傷
や
漫
罵
に
と
ゞ
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
出
版
資
本
及
び
そ
れ
を
圍
繞
す
る
番
頭
手
代
た
る
編
輯
者
、
或
は
そ

の
編
輯
技
術
と
い
つ
た
や
う
な
も
の
に
對
す
る
惡
罵
が
む
し
ろ
中
心
化
せ
ん
と
す
る
や
う
な
傾
向
が
隱
約
の
間
に
看
取

さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
更
に
明
白
で
あ
ら
う
。

（
「
匿
名
の
流
行
」
初
出
未
詳
、『
春
風
を
斬
る
』
昭
和
八
年
所
收
）

つ
ま
り
そ
の
眼
は
作
品
や
作
家
の
批
評
で
あ
る
こ
と
を
越
え
て
、
出
版
界
や
編
輯
陣
と
い
っ
た
文
學
の
環
境
へ
と
向
か
っ

て
ゐ
た
わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
の
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
に
就
て
の
）
批
評
」
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
匿
名
批
評
欄
に
は
『
新

潮
』
の
「
ヂ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
」（
一
九
三
三
年
新
年
號
～
三
七
年
十
一
月
號
）
の
や
う
な
正
に
そ
の
も
の
と
い
っ
た
コ
ラ

ム
名
も
あ
り
、
先
驅
と
な
っ
た
「
豆
戰
艦
」
か
ら
し
て
元
來
「
×
月
の
雜
誌
」
と
見
出
し
の
つ
く
毎
月
の
新
聞
雜
誌
時
評
の

欄
で
あ
っ
た
。
今
日
な
ら
メ
デ
ィ
ア
時
評
と
で
も
稱
す
る
所
だ
ら
う
。
當
時
名
高
か
っ
た
匿
名
批
評
の
例
で
は
Ｓ
・
Ｖ
・
Ｃ

（
鈴
木
茂
三
郎
）
『
新
聞
批
判
』
も
あ
る
。
こ
れ
は
氷
川
烈
『
春
風
を
斬
る
』
と
同
じ
大
畑
書
店
か
ら
同
年
の
刊
行
で
、『
文
藝

春
秋
』
一
九
三
二
年
四
月
號
よ
り
連
載
の
「
新
聞
紙
匿
名
月
評
」
を
纏
め
た
も
の
だ
。
ま
た
一
ヶ
月
毎
に
雜
誌
の
動
向
を
展

望
す
る
と
い
ふ
形
式
で
は
、
こ
ち
ら
は
匿
名
で
は
無
い
が
、「
論
壇
時
評
」
と
い
ふ
も
の
の
成
立
が
ち
ゃ
う
ど
「
豆
戰
艦
」
創

設
と
前
後
し
た
頃
で
あ
っ
た
。
田
中
紀
行
に
よ
れ
ば
、
「
「
論
壇
時
評
」
が
論
壇
人
の
言
論
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
自
体
が
批
評

す
る
制
度
と
し
て
定
着
し
た
の
も
昭
和
初
期
で
あ
る
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
『
中
央
公
論
』（
三
月
号
か
ら
一
一
月
号
ま

で
）
に
連
載
さ
れ
、
こ
れ
を
継
承
す
る
よ
う
に
し
て
同
年
一
一
月
八
日
付
け
『
東
京
朝
日
新
聞
』
学
芸
欄
に
連
載
が
始
ま
っ

た
の
が
そ
の
発
端
で
あ
る
」（
「
論
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
成
立
」）
＊

。
か
く
し
て
發
表
の
場
で
あ
る
新
聞
雜
誌
そ
の
も
の
へ
と

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム

17

視
線
が
向
け
ら
れ
る
中
、
杉
山
平
助
は
こ
れ
を
主
題
と
す
る
一
聯
の
評
論
を
殘
す
こ
と
に
な
る
だ
ら
う
。
し
か
し
そ
れ
は
ま

た
先
で
觸
れ
る
。

＊

大
宅
壯
一
「
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
匿
名
批
評
」
前
掲
『
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
話
』
所
收
、
特
に
「
二

匿
名
批
評
家
の
正

14體
」

～

頁
參
照
。

36

37

＊

青
野
季
吉
『
文
學
五
十
年
』
「
二
・
二
六
事
件
の
こ
ろ
」
（
筑
摩
書
房
、
一
九
五
七
年
十
二
月
、

～

頁
）
參
照
。
な
ほ

15

140

141

青
野
は
「
匿
名
評
論
は
な
く
て
す
め
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
満
州
事
変
（
六
年
）
上
海
事
変
（
七
年
）

二
・
二
六
事
件
、
そ
し
て
日
華
事
変
の
ぼ
っ
発
（
十
二
年
）
と
い
っ
た
ゆ
が
ん
だ
風
土
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仮
面
の
匿
名
評
論

が
繁
茂
し
な
い
で
す
む
わ
け
は
な
か
っ
た
」
と
、
消
極
的
評
價
を
下
し
て
を
り
、
そ
こ
に
軍
國
主
義
の
抑
壓
し
か
見
な
い
點
、

慊
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
敗
戰
後
の
匿
名
批
評
の
復
活
も
占
領
軍
の
壓
政
下
に
あ
っ
た
た
め
だ
と
で
も
言
ふ
の
だ
ら
う
か
。

＊

板
垣
直
子
『
現
代
の
文
藝
評
論
』
第
一
章
一
「
５

匿
名
批
評
の
發
生
と
流
行
」
、
第
一
書
房
、
一
九
四
二
年
十
一
月
、

16

34

～

頁
參
照
。

37

＊

田
中
紀
行
「
論
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
成
立
」
筒
井
清
忠
ほ
か
編
集
委
員
『
近
代
日
本
文
化
論
４

知
識
人
』
岩
波
書
店
、

17一
九
九
九
年
九
月
、

頁
。

192

超
ジ
ャ
ン
ル
批
評
、
或
い
は
雜
文

ま
づ
杉
山
平
助
の
場
合
も
、
大
方
の
批
評
家
と
同
じ
く
、
文
藝
時
評
で
世
に
認
め
ら
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
狹
い
文

壇
的
通
念
に
と
ら
は
れ
な
い
廣
い
「
社
會
的
常
識
」（
矢
崎
彈
）
を
特
徴
と
し
て
ゐ
た
。
こ
れ
に
目
を
止
め
た
編
輯
者
達
か
ら

文
學
以
外
の
評
論
を
註
文
さ
れ
、
多
方
面
に
筆
を
揮
ふ
や
う
に
な
っ
た
の
も
當
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
ら
う
。
し
か
し
そ

れ
は
杉
山
自
身
が
出
發
時
か
ら
示
し
た
姿
勢
で
も
あ
っ
た
。『
一
日
本
人
』
發
表
後
の
杉
山
は
か
つ
て
慶
應
義
塾
に
學
ん
だ
縁

か
ら
『
三
田
文
學
』
に
投
稿
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
第
一
作
「
下
層
一
斷
面
」（
一
九
二
七
年
五
月
號
）
を
見
る
と
、
雜
誌
目
次

で
は
「
［
小
説
］
」
と
銘
打
た
れ
て
ゐ
る
も
の
の
、
末
尾
に
奇
妙
な
小
文
を
附
す
の
だ
。

（
附
記
）

曾
つ
て
吉
野
作
造
氏
と
會
談
中
、
自
分
が
文
壇
と
い
ふ
も
の
に
強
い
執
着
を
持
ち
得
ぬ
こ
と
を
話
し
、
目



九
頁

下
計
劃
し
つ
つ
あ
る
長
篇
［
『
一
日
本
人
』
の
こ
と
］
完
成
後
は
、
實
行
運
動
に
加
は
り
た
き
志
望
を
フ
ト
漏
ら
し
た
る
に
、

僕
の
病
弱
［
肺
病
で
慶
應
豫
科
中
退
］
を
懸
念
さ
れ
た
ら
し
い
吉
野
氏
は
、
評
論
を
書
い
た
ら
い
ゝ
で
せ
う
、
と
云
は
れ

「
サ
ア
、
何
と
云
ひ
ま
す
か
、
一
寸
口
で
は
云
へ
な
い
が
、
藝
術
體
の
評
論
と
い
ふ
風
な
行
き
方
の
も
の
で
…
…
」
と

口
ご
も
ら
れ
た
。

僕
は
黙
っ
て
う
な
づ
い
た
。
氏
の
云
は
れ
ん
と
す
る
所
が
分
っ
た
氣
が
し
た
。

本
篇
は
そ
の
暗
示
に
よ
つ
て
生
れ
た
も
の
、
小
説
體
の
評
論
、
或
は
評
論
體
の
小
説
、
ど
つ
ち
と
も
云
は
れ
る
所
を

狙
つ
た
。
か
き
終
つ
た
後
の
氣
持
は
、
何
か
歪
み
な
く
、
感
想
し
得
た
時
の
心
の
滑
ら
か
さ
を
感
じ
得
た
。
今
後
か
う

い
ふ
形
式
の
社
會
批
評
を
ボ
ツ

貼
や
つ
て
見
よ
う
か
と
い
ふ
氣
持
さ
へ
起
つ
て
來
た
。

詩
、
小
説
、
評
論
、
こ
の
三
者
の
融
合
が
僕
の
文
藝
形
式
上
の
持
論
で
あ
る
。

（
杉
山
平
助
「
下
層
一
斷
面
」『
三
田
文
學
』
一
九
二
七
年
五
月
號
）

事
實
、
續
く
『
三
田
文
學
』
誌
上
の
杉
山
の
活
動
を
逐
ふ
と
、
所
謂
詩
歌
小
説
・
文
藝
評
論
の
他
に
、
翌
一
九
二
八
年
六

月
號
か
ら
八
月
號
に
か
け
て
「
時
事
雜
感
（
Ｕ
Ｐ
―
Ｔ
Ｏ
―
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
欄
）」
が
載
り
、
一
九
三
〇
年
九
月
號
か
ら
は
「
社
會

時
評
」
を
六
回
連
載
し
て
ゐ
る
。
杉
山
は
既
に
修
業
時
代
か
ら
廣
義
の
評
論
へ
の
志
向
を
發
揮
し
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
同
樣

の
形
式
を
問
は
な
い
新
形
式
の
提
唱
は
「
わ
が
文
學
の
道
」（
『
文
藝
』
一
九
三
六
年
八
月
號
→
『
絶
望
と
享
樂
』
所
收
）
に
ま
で

一
貫
し
て
見
ら
れ
る
。「
た
だ
、
目
前
に
、
自
分
が
發
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
、
發
想
す
る
の
に
最
も
都
合
の
よ
い

樣
式
を
選
べ
ば
よ
い
の
で
あ
る
」（
「
わ
が
文
學
の
道
」
）
。

こ
れ
を
目
し
て
「
超
ジ
ャ
ン
ル
批
評
」
と
呼
ん
だ
の
は
山
口
功
二
の
杉
山
平
助
論

＊

で
あ
っ
た
。
山
口
の
見
る
所
、
そ
れ

18

は
「
形
式
が
も
つ
威
光
と
い
う
も
の
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
「
私
」
の
表
現
を
可
能
に
す
る
も
の
、
「
私
」
の
感
想
を
歪
み
な
く

語
り
こ
め
る
よ
う
な
独
自
の
形
式
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
先
の
「
附
記
」
で
は
表
現
形
式
に
つ
い
て
の

み
超
ジ
ャ
ン
ル
性
を
主
張
す
る
如
く
だ
が
、
結
局
そ
れ
が
對
象
領
域
の
ジ
ャ
ン
ル
横
斷
性
に
ま
で
歸
結
す
る
。
基
準
に
据
ゑ

ら
れ
て
ゐ
る
の
が
「
私
」
で
あ
る
以
上
、
「
私
」
の
興
味
の
赴
く
と
こ
ろ
、
批
評
對
象
を
選
ば
な
い
わ
け
だ
。
「
朝
に
レ
ビ

ユ
ー
を
論
じ
夕
に
文
學
を
論
ず
」
と
囃
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
が
、
對
象
は
編
輯
者
の
註
文
次
第
で
も
そ
れ
を
論
ず
る
「
批
判

の
標
準
」
を
保
持
す
る
限
り
無
節
操
の
誹
り
は
當
ら
な
い
、
と
い
ふ
の
が
杉
山
の
見
識
で
あ
っ
た
＊

。
19

多
樣
な
ジ
ャ
ン
ル
の
混
成
そ
の
も
の
を
ジ
ャ
ン
ル
的
特
質
と
す
る
や
う
な
包
括
的
な
（
メ
タ
・
レ
ベ
ル
に
あ
る
）
ジ
ャ
ン

ル
―
―
お
望
み
な
ら
こ
れ
に
、
バ
フ
チ
ン
や
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
フ
ラ
イ
に
倣
っ
て
「
メ
ニ
ッ
ポ
ス
的
諷
刺
」
の
尊
稱
を
呈
し

て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
さ
さ
か
過
襃
に
過
ぎ
よ
う
が
、
序
言
に
か
の
「
ス
ヰ
フ
ト
」
の
向
か
う
を
張
っ
た
と
い
ふ
、

頗
る
荒
唐
無
稽
な
書
き
下
ろ
し
長
篇
『
二
十
一
世
紀
物
語
』（
一
九
四
〇
年
）
を
持
つ
杉
山
平
助
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
丸
っ
き

り
僭
稱
で
も
あ
る
ま
い
。

超
ジ
ャ
ン
ル
志
向
は
何
も
ひ
と
り
杉
山
平
助
の
個
性
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。
山
口
功
二
は
、
か
う
し
た
新
し
い
批
評
形

式
へ
の
關
心
を
語
る
言
葉
を
同
時
代
の
新
居

格
か
ら
も
引
い
て
ゐ
る
＊

。
こ
の
時
期
發
展
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
讀
者
層

に

ゐ

い
た
る

18

の
擴
大
に
伴
っ
て
取
扱
ひ
領
域
を
擴
げ
た
の
と
併
行
し
た
現
象
な
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
は
「
昭
和
初
期
か
ら
戦
中
に

か
け
て
厖
大
な
批
評
を
書
き
つ
づ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
で
は
あ
た
か
も
泡
沫
的
批
評
家
扱
い
さ
れ
る
」「
批
評
と
い

え
ば
、
純
文
学
上
の
そ
れ
を
さ
す
と
い
う
伝
統
が
、
今
な
お
生
き
て
お
り
、
杉
山
平
助
や
大
宅
壮
一
な
ど
の
社
会
学
的
批
評

の
系
譜
を
傍
系
へ
と
追
い
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
メ
ニ
ッ
ペ
ア
ン
・
ス
タ
イ
ル
と
か
ア
ナ
ト
ミ
ー
と
か

呼
ぶ
の
が
大
袈
裟
だ
と
し
て
も
、「
文
學
に
於
け
る
小
説
至
上
主
義
」（
杉
山
「
わ
が
文
學
の
道
」
）
が
見
え
な
く
し
て
ゐ
る
も
の

に
氣
づ
か
せ
る
た
め
に
は
許
さ
れ
て
い
い
誇
張
で
は
な
か
ら
う
か
。

そ
も
そ
も
さ
う
や
っ
て
フ
ラ
イ
が
わ
ざ
わ
ざ
創
案
し
た
ジ
ャ
ン
ル
も
、
分
類
に
困
る
や
う
な
雜

多
な
も
の
の
押
し
込
み

ミ
セ
レ
ー
ニ
ア
ス

先
に
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら
は
も
っ
と
飾
ら
ぬ
呼
ば
れ
方
で
は
、「
雜
文
」
と
い
ふ
の
が
ま
づ
適
當
な
と
こ
ろ
だ
ら
う
。
だ
が

雜
文
と
い
ふ
輕
い
名
稱
が
ツ
イ
看
過
ご
さ
せ
て
し
ま
ふ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
た
時
代
の
刻
印
を
帶
び
て
を
り
、
歴
史
的
な
存

在
と
し
て
今
日
の
や
う
な
形
態
を
得
た
の
で
あ
る
。
實
際
、
昭
和
初
期
の
『
文
藝
年
鑑
』
を
繰
っ
て
み
て
も
作
品
一
覽
の
う

ち
「
隨
筆
・
雜
文
」
と
い
ふ
分
類
が
最
も
頁
を
取
っ
て
ゐ
て
、
量
だ
け
か
ら
言
っ
て
も
こ
れ
を
無
視
し
て
は
な
ら
ぬ
筈
だ
。

勿
論
そ
れ
は
「
他
の
項
に
入
ら
ぬ
も
の
は
、
何
れ
も
本
項
に
て
取
扱
つ
て
ゐ
」
た
か
ら
で
も
あ
ら
う
が
、「
雜
文
は
各
新
聞
雜

誌
に
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
重
要
な
地
位
は
與
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
し
か
し
何
れ
も
こ
れ
を
必
要
と
す
る
點
で
は
い
よ

貼
そ

の
度
を
強
く
し
て
ゐ
る
」（
「
隨
筆
・
雜
文
の
傾
向
」
『
文
藝
年
鑑
』
昭
和
四
年
版
、

頁
）
と
い
ふ
情
勢
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た

97

そ
の
概
觀
は
「
一
般
娯
樂
雜
誌
、
婦
人
雜
誌
が
小
説
戲
曲
等
の
作
品
の
ほ
か
に
、
文
藝
家
の
文
藝
的
雜
文
を
掲
載
す
る
―
―

こ
の
傾
向
が
漸
次
顯
著
に
な
つ
て
來
た
こ
と
」「
一
般
雜
誌
、
娯
樂
雜
誌
、
婦
人
雜
誌
が
文
藝
家
を
煩
し
て
文
藝
以
外
の
題
目



一
〇
頁

に
つ
い
て
の
雜
文
を
輯
録
す
る
こ
と
、
ま
た
逆
に
文
藝
雜
誌
が
こ
の
種
の
雜
文
を
載
せ
る
や
う
に
な
つ
た
事
」
を
指
摘
す
る
。

即
ち
超
ジ
ャ
ン
ル
的
な
越
境
交
叉
現
象
が
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
も
「
何
よ
り
も
こ
の
部
門
に
は
、
雜
誌
新
聞
の
各
方

ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー

面
と
も
、
最
も
よ
く
時
の
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
の
反
映
を
看
取
出
來
る
こ
と
何
人
も
容
易
に
首
肯
し
得
る
所
で
あ
ら
う
」（
「
隨

筆
・
雜
文
概
觀
」『
文
藝
年
鑑
』
昭
和
五
年
版
、

頁
）
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
し
て
も
こ
の
聯
関
は
見
逃
せ
な
い
の
だ
。

82

し
か
る
に
管
見
で
は
未
だ
雜
文
の
發
達
と
展
開
と
を
講
究
し
た
專

論
を
見
な
い
＊

。
文
學
事
典
の
「
随
筆
文
學
」
の
項
目

モ
ノ
グ
ラ
フ

20

な
ど
で
つ
い
で
の
や
う
に
觸
れ
ら
れ
る
の
が
精
々
の
所
で
あ
る
。
一
例
を
擧
げ
る
と
―
―

［
…
…
］
特
に
大
正
一
二
年
発
刊
の
「
文
藝
春
秋
」
が
各
方
面
の
知
名
人
の
随
筆
を
巻
頭
に
掲
げ
、
そ
れ
が
気
楽
な
読

物
で
、
し
か
も
社
会
的
・
趣
味
的
な
知
識
、
批
判
、
常
識
が
得
ら
れ
る
た
め
、
主
と
し
て
中
年
以
上
の
小
市
民
層
の
支

持
を
得
て
こ
の
新
し
い
企
画
が
成
功
し
て
以
来
、
各
雑
誌
は
浮
遊
読
者
を
捕
え
る
目
的
で
随
筆
な
い
し
は
中
間
読
物
・

中
間
記
事
に
も
重
点
を
置
き
、
文
壇
人
・
学
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ほ
か
あ
ら
ゆ
る
社
会
人
を
動
員
し
た
。
そ
の
結

果
随
筆
は
飛
躍
的
に
発
展
し
、
昭
和
時
代
は
随
筆
時
代
と
も
呼
び
得
る
観
を
呈
し
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
随、

筆
文
学
の
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
形
態
と
し
て
雑
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
派
生
し
、
昭
和
期
の
随
筆
文
学
に
大
き
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

位
置
を
占
め
る
。
ユ
ー
モ
ア
を
主
と
し
、
時
事
的
な
話
題
を
採
り
上
げ
る
短
文
で
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
の
良
識
を
生

命
と
す
る
。
「
話
の
屑
籠
」
の
菊
池
寛
以
下
戦
前
で
は
直
木
三
十
五
・
杉
山
平
助
・
大
森
義
太
郎
・
大
宅
壮
一
・
新
居
格
、

、
、
、
、

［
…
戰
後
の
人
名
略
…
］
等
が
代
表
的
雑
文
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

（
川
口
朗
「
随
筆
文
学
」
『
近
代
日
本
文
学
辞
典
』
東
京
堂
、
一
九
五
四
年
五
月
。
傍
點
引
用
者
）

ご
覧
の
通
り
、
ま
た
し
て
も
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」、
ま
た
も
や
「
杉
山
平
助
」
な
の
で
あ
る
。

こ
の
「
雜
文
」
の
盛
行
に
關
し
て
は
、『
文
藝
春
秋
』
の
興
隆
が
し
ば
し
ば
引
き
合
ひ
に
出
さ
れ
る
こ
と
、
既
に
先
に
引
い

た
文
に
も
見
え
、
大
い
に
注
意
し
た
い
所
で
あ
る
。
だ
が
長
く
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
永
嶺
重
敏
「
初
期
『
文
藝
春
秋
』
の

読
者
層
」
＊

だ
け
擧
げ
て
「
都
市
知
識
人
の
遊
歩
型
雜
誌
」
と
し
て
の
形
式
を
記
述
し
た
く
だ
り
の
參
照
を
乞
う
て
お
き
、

21

杉
山
平
助
と
の
關
聯
を
述
べ
る
。
戰
前
の
『
文
藝
春
秋
』
は
、
現
在
あ
る
の
と
同
樣
に
毎
號
巻
頭
隨
筆
に
各
界
人
士
を
列
べ

る
の
が
定
型
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に
續
い
て
「
文
藝
春
秋
」
欄
を
掲
げ
る
の
を
常
と
し
た
。
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
風
の
短
評
を
連
ね

る
形
式
で
、
見
開
き
二
頁
の
無
署
名
コ
ラ
ム
な
が
ら
、
誌
名
そ
の
ま
ま
の
コ
ラ
ム
名
ゆ
ゑ
雜
誌
の
看
板
と
も
目
さ
れ
よ
う
。

實
に
こ
の
欄
が
杉
山
平
助
の
擔
當
で
あ
っ
た
。「
豆
戰
艦
」
に
先
立
つ
一
九
二
八
年
九
月
以
來
、
十
年
に
わ
た
り
連
載
を
受
け

持
っ
た
の
で
あ
る
。『
三
田
文
學
』
誌
上
の
「
社
會
時
評
」
が
菊
池
寛
に
認
め
ら
れ
て
杉
山
が
起
用
さ
れ
た
の
だ
と
い
ふ
＊

。
22

こ
れ
は
「
文
壇
從
軍
記
」
と
改
題
し
て
杉
山
の
著
書
に
順
次
收
録
せ
ら
れ
た
。

「
文
壇
從
軍
記
」
は
、Journal

の
原
義
で
あ
る
「
日
々
の
出
來
事
の
記
録
」
を
積
み
重
ね
た
も
の
と
い
ふ
意
味
で
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
流
の
歴
史
と
し
て
評
價
で
き
る
と
思
ふ
。
菊
池
寛
の
「
話
の
屑
籠
」
も
亦
然
り
。
さ
う
い
ふ
折
々
の
隨

筆
・
隨
想
を
統
一
し
た
題
の
下
に
纏
め
て
成
功
し
た
先
例
と
し
て
、
水
上
瀧
太
郎
の
「
貝
殼
追
放
」
の
影
響
も
考
慮
す
べ
き

だ
ら
う
。
自
分
を
初
め
て
見
出
し
て
く
れ
た
生
田
長
江
す
ら
酷
評
し
た
杉
山
だ
が
、『
三
田
文
學
』
時
代
に
世
話
を
受
け
た
水

上
は
「
心
の
底
か
ら
好
き
だ
と
思
ひ
こ
ん
で
ゐ
た
、
少
な
い
先
輩
の
一
人
で
あ
つ
た
」
と
い
ふ
＊

。
つ
い
で
な
が
ら
『
貝
殼

23

追
放
』
の
第
一
回
は
新
聞
批
判
、「
新
聞
記
者
を
憎
む
の
記
」
＊

で
あ
っ
た
こ
と
も
思
ひ
合
は
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
小
説
家

24

と
い
ふ
よ
り
雜
文
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
水
上
瀧
太
郎
と
菊
池
寛
に
杉
山
平
助
の
先
達
を
見
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

因
み
に
杉
山
に
は
「
雜
文
を
輕
視
す
る
な
」
と
い
ふ
一
文
が
あ
る
。
開
口
し
て
曰
く
、「
新
居
格
が
「
朝
日
」
の
隨
筆
欄
で
、

今
日
、
一
般
の
短
形
文
章
を
雜
文
な
る
名
稱
で
包
括
し
、
こ
れ
を
輕
侮
の
念
を
も
つ
て
眺
め
る
こ
と
の
傾
向
を
指
摘
し
、
こ

れ
を
ま
こ
と
に
時
代
お
く
れ
な
封
建
的
事
大
主
義
に
捉
は
れ
た
も
の
と
し
て
、
排
撃
し
た
こ
と
は
き
は
め
て
宜
し
い
」（
「
續

文
壇
從
軍
記

昭
和
七
年
」
二
八
、『
氷
河
の
あ
く
び
』364

頁
）
。
―
―
恐
ら
く
、
我
々
は
も
っ
と
新
居
格
に
學
ば
ね
ば
な
ら
な
い

の
だ
。

＊

山
口
功
二
「
マ
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
批
評

―
―
杉
山
平
助
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
『
評
論
・
社
会
科
学
』
第
七
號
、

18

（一）

一
九
七
四
年
一
月
、
同
「
マ
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
批
評

―
―
杉
山
平
助
と
昭
和
期
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―
―
」『
評
論
・

（二）

社
会
科
学
』
第
九
號
、
一
九
七
五
年
三
月
。
特
に
後
者
、

頁
以
下
。

73

＊

杉
山
平
助
「
氷
河
の
あ
く
び

朝
に
レ
ビ
ユ
ー
を
論
じ
夕
に
文
學
を
論
ず
」
『
氷
河
の
あ
く
び
』
日
本
評
論
社
、
一
九
三
四

19年
十
二
月
、

～

頁
。

17

25

＊

「
隨
筆
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
就
い
て
は
、
既
に
近
世
の
考
證
隨
筆
か
ら
意
味
内
容
が
改
ま
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
を
り
、

20鈴
木
貞
美
に
「
一
九
二
〇
年
代
に
随
筆
叢
書
類
の
大
量
刊
行
に
よ
り
、
「
随
筆
」
＝
「
エ
ッ
セ
イ
」
と
い
う
概
念
の
再
編
成
が



一
一
頁

あ
っ
た
」
旨
の
發
言
が
あ
る
由
。
目
野
由
希
「
『
太
陽
』
医
事
欄
を
め
ぐ
っ
て
―
―
学
問
か
ら
エ
ッ
セ
イ
へ
の
階
梯
―
―
」（
筑
波
大

学
近
代
文
学
研
究
会
編
『
明
治
か
ら
大
正
へ

メ
デ
ィ
ア
と
文
学
』
二
〇
〇
一
年
十
一
月
）

頁
參
照
。
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＊

永
嶺
重
敏
「
初
期
『
文
藝
春
秋
』
の
読
者
層
」
『
モ
ダ
ン
都
市
の
読
書
空
間
』
第
三
章
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版

21部
、
二
〇
〇
一
年
三
月
。

＊

杉
山
平
助
が
菊
池
寛
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
と
語
る
も
の
は
多
い
が
、
丸
山
信
「
異
色
評
論
家

杉
山
平
助
の
デ
ビ
ュ
ー
」

22（
『
三
田
評
論
』
）
だ
け
は
や
や
異
な
る
。
「
当
時
『
文
春
』
に
は
「
文
芸
春
秋
」
と
い
う
評
論
の
コ
ラ
ム
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

に
は
改
良
の
余
地
が
あ
っ
た
の
に
杉
山
は
眼
を
付
け
、
何
ヵ
月
か
に
わ
た
っ
て
投
稿
し
つ
づ
け
、
遂
に
あ
る
日
菊
池
寛
か
ら
呼

び
出
し
が
き
て
、
「
君
に
こ
の
欄
を
ま
か
せ
る
」
と
い
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
」
云
々
。
主
客
が
逆
轉
し
て
、
杉
山
が
菊

池
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
逸
話
の
出
所
は
不
明
だ
が
、
信
用
で
き
な
い
氣
が
す
る
。

＊

杉
山
平
助
「
阿
部
さ
ん
」
（
『
三
田
文
學
』
一
九
四
〇
年
五
月
水
上
瀧
太
郎
追
悼
號
→
『
悲
し
き
い
の
ち
』
所
收
）
。
ま
た

23「
貝
殼
追
放
に
つ
い
て
」
（
初
出
未
詳
→
『
文
學
と
生
活
』
所
收
）
も
參
照
。
早
い
時
期
で
は
「
匿
名
の
流
行
」（
初
出
未
詳
、

『
春
風
を
斬
る
』
昭
和
八
年
所
收
）
の
中
で
「
貝
殼
追
放
」
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
判
の
例
に
擧
げ
て
ゐ
た
。
な
ほ
、
杉
山
が

一
九
三
四
年
後
半
か
ら
折
々
の
雜
文
を
各
紙
誌
で
「
氷
河
の
あ
く
び
」
と
題
し
て
發
表
し
た
の
も
、
「
貝
殼
追
放
」
の
故
知
に

倣
っ
た
や
り
方
で
は
な
か
っ
た
か
。
後
で
本
に
纏
め
る
都
合
を
考
へ
て
豫
め
掲
載
誌
を
越
え
た
總
題
を
設
け
た
の
で
あ
ら
う
。

但
し
、
だ
と
し
て
も
徹
底
を
缺
い
て
ゐ
た
。
そ
れ
ら
は
『
氷
河
の
あ
く
び
』
『
文
學
的
自
敍
傳
』
の
二
著
に
收
録
さ
れ
て
ゐ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
題
で
發
表
さ
れ
た
も
の
の
方
が
多
く
收
録
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
一
貫
性
を
保
つ
こ
と
に
成
功
し
て
ゐ
な
い
。

も
と
も
と
『
大
波
小
波
』
（
小
田
切
進
編
、
全
四
卷
、
東
京
新
聞
出
版
局
、
一
九
七
九
）
の
や
う
に
同
一
の
發
表
紙
誌
で
同
一

の
欄
に
掲
載
さ
れ
た
と
い
ふ
括
り
で
も
な
い
と
中
々
纏
め
に
く
い
も
の
だ
。
或
い
は
長
谷
川
如
是
閑
の
『
眞
實
は
か
く
佯
る
』

（
〈
朝
日
文
庫
〉
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
〇
年
七
月
）
の
ご
と
く
、
雜
誌
の
主
筆
と
し
て
活
動
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
卷
頭

言
の
類
な
ら
ば
ま
だ
ま
と
め
や
す
い
。
成
功
し
た
部
類
の
『
貝
殼
追
放
』
と
雖
も
、
第
一
か
ら
第
五
ま
で
を
生
前
に
刊
行
し
た

が
、
全
篇
通
讀
す
る
に
は
死
後
の
『
水
上
瀧
太
郎
全
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
～
四
一
年
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

し
、
全
集
版
の
粗
を
改
め
た
平
松
幹
夫
に
よ
る
嚴
密
な
校
訂
版
（
文
體
社
、
一
九
四
七
～
四
八
年
）
は
三
册
で
中
絶
し
て
し
ま

ひ
、
未
だ
完
全
版
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
著
書
多
數
を
殘
し
た
杉
山
は
ま
だ
し
も
好
運
な
例
外
だ
っ
た
。
か
く
て
雜
文
は
埋
も

れ
ゆ
く
わ
け
だ
。

＊

鶴
見
俊
輔
編
集
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想
』
（
〈
現
代
日
本
思
想
大
系

〉
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
六
月
）
に
收
む
。
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12

フ
ィ
ユ
ト
ン
・
ク
リ
テ
ィ
ク

遠
慮
無
き
直
言
を
以
て
鳴
っ
た
杉
山
平
助
は
、
常
に
話
題
を
喚
ん
だ
代
り
に
、
恨
み
を
買
ひ
、
批
判
を
受
け
る
こ
と
も
ま

た
多
か
っ
た
。
さ
う
し
た
中
、
つ
ね
づ
ね
杉
山
を
高
く
評
價
し
て
ゐ
た
一
人
に
阿
部
眞
之
助
が
ゐ
る
。

世
間
で
は
彼
を
、
文
學
者
も
し
く
は
評
論
家
と
解
し
て
ゐ
る
や
う
だ
が
、
私
の
眼
は
、
彼
を
稀
な
才
能
に
惠
ま
れ
た
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
見
る
。
こ
ゝ
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
講
釋
で
も
あ
る
ま
い
。
だ
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
一
つ
の
要
件
は
、
新
鮮
な
る
も
の
の
不
斷
の
創
造
だ
と
だ
け
は
云
つ
て
置
き
た
い
。
菊
池
寛
の
作
家
と
し
て
の
偉
大

さ
は
、
私
の
信
ず
る
と
こ
ろ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
天
分
の
偉
大
さ
に
よ
る
の
で
あ
つ
て
同
樣
に
杉
山
平
助
の

評
論
家
と
し
て
の
、
特
殊
性
も
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
個
性
の
上
に
歸
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[

…
…]

（
阿
部
眞
之
助
「
杉
山
平
助
」
初
出
未
詳
→
『
新
世
と
新
人
』
三
省
堂
、
一
九
四
〇
年
十
二
月
、

～

頁
）

209
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阿
部
眞
之
助
（*1884

～1964

）
は
人
物
評
論
と
毒
舌
で
知
ら
れ
、
そ
の
點
、
杉
山
平
助
と
相
通
ず
る
。「
『
中
央
公
論
』
の

「
街
の
人
物
評
論
」
は
彼
［
杉
山
平
助
］
と
阿
部
眞
之
助
氏
の
筆
で
あ
る
」（
大
宅
壯
一
「
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
匿
名
批
評
」
）
。
元

は
東
京
日
日
新
聞
社
政
治
部
長
で
あ
っ
た
が
、
大
阪
毎
日
新
聞
＝
東
京
日
日
新
聞
の
社
内
紛
爭
の
煽
り
を
く
ら
っ
て
待
命
休

職
、
一
九
三
二
年
に
畑
違
ひ
の
學
藝
課
長
に
復
職
し
、
翌
年
學
藝
部
長
と
な
る
。
そ
の
時
の
人
脈
を
辿
る
と
、
あ
た
か
も
文

學
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
關
係
を
語
る
上
で
の
代
表
人
物
が
目
白
押
し
な
の
で
あ
る
。

［
…
…
］
當
時
毎
日
新
聞
の
學
藝
部
に
は
、
千
葉
龜
雄
が
あ
り
、
萬
事
私
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
。[

…
…]

つ
ま

り
私
は
こ
の
上
も
な
い
便
利
な
、
し
か
も
生
き
て
働
く
百
科
辭
典
を
、
手
近
に
備
え
つ
け
て
い
た
も
同
然
だ
つ
た
。
し

か
し
私
は
一
部
の
百
科
辭
典
の
み
を
も
つ
て
、
滿
足
し
な
か
つ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
活
動
は
辭
典
的
物
識
り
以
外

に
、
分
野
が
あ
る
こ
と
を
、
知
つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。



一
二
頁

文
藝
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
頃
も
議
論
が
あ
り
、
い
ま
も
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が

文
藝
を
毒
す
る
と
い
つ
た
よ
う
な
議
論
で
あ
る
。
當
れ
る
も
あ
り
、
當
ら
ざ
る
も
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
新
聞
記
者
で
あ

る
私
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
離
れ
た
立
場
を
取
り
よ
う
は
な
か
つ
た
。
私
は
廣
く
文
壇
を
見
廻
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
範
疇
で
、
私
の
助
言
者
と
な
る
べ
き
人
々
を
求
め
た
。
高
田
保
、
大
宅
壯
一
、
木
村
毅
の
三
君
が
、
同
時
に
毎
日

に
入
社
す
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
の
だ
つ
た
。
外
に
杉
山
平
助
に
目
を
つ
け
、
口
を
か
け
て

み
た
が
、
こ
れ
は
朝
日
と
先
約
が
で
き
て
い
た
の
で
、
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
た
め
四
天
王
に
一

天
王
が
缺
け
て
し
ま
つ
た
わ
け
で
あ
る
。［
…
…
］

（
阿
部
眞
之
助
「
毎
日
時
代
の
保
ち
や
ん
」『
恐
妻
一
代
男
』
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
五
五
年
十
二
月
、

頁
）

138

前
出
の
大
宅
壯
一
、
木
村
毅
、
さ
ら
に
千
葉
龜
雄
（*1878

～1935

）
、
高
田
保
（*1895

～1952

）
、
…
…
い
づ
れ
も
關
心
す
べ

き
文
學
者
ば
か
り
で
は
な
い
か
。
あ
い
に
く
千
葉
龜
雄
は
病
歿
し
た
が
、
阿
部
眞
之
助
が
社
友
と
し
た
三
傑
の
活
躍
も
あ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
奮
は
な
か
っ
た
日
日
學
藝
欄
は
全
盛
時
代
を
迎
へ
た
と
評
さ
れ
る
。
な
ほ
杉
山
平
助
は
一
九
三
五
年
か
ら
四

五
年
十
二
月
ま
で
東
京
朝
日
新
聞
學
藝
部
囑
託
で
あ
っ
た
。

い
ま
彼
ら
を
個
別
に
檢
討
す
る
暇
は
無
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
活
躍
し
た
場
で
あ
る
、
新
聞
の
學
藝
欄
と
い
ふ
制
度
に
は
目

配
り
し
た
い
。
明
治
後
期
に
文
藝
欄
と
し
て
誕
生
し
今
日
は
文
化
欄
と
も
云
は
れ
る
こ
の
紙
面
の
歴
史
は
、
植
田
康
夫
が
大

略
を
記
し
て
を
り
＊

、
そ
の
中
で
都
新
聞
（
現
在
の
東
京
新
聞
）
の
匿
名
コ
ラ
ム
「
大
波
小
波
」
も
取
り
上
げ
て
ゐ
る
。
だ
が

25

そ
れ
だ
け
で
は
、
匿
名
批
評
の
繁
榮
が
取
分
け
新
聞
學
藝
欄
に
端
を
發
し
た
こ
と
、
特
に
こ
の
三
〇
年
代
に
新
聞
學
藝
欄
が

躍
進
し
た
と
い
ふ
事
實
が
、
見
逃
さ
れ
て
し
ま
ふ
。
そ
も
そ
も
「
社
會
部
の
一
隅
に
、
居
候
然
と
席
を
占
め
て
ゐ
た
に
過
ぎ

な
か
つ
た
學
藝
部
と
運
動
部
が
、
獨
立
の
一
部
と
し
て
編
輯
局
内
に
そ
の
存
在
を
明
か
に
し
、
紙
面
の
上
に
於
て
も
重
要
な

地
位
を
獲
得
す
る
に
至
つ
た
の
も
、
大
正
期
の
後
半
期
に
於
て
で
あ
る
」（
伊
藤
正
徳
『
新
聞
五
十
年
史
』
）
＊

。
さ
ら
に
關
東

26

大
震
災
後
の
各
紙
部
數
の
飛
躍
的
増
大
を
經
て
、
昭
和
期
に
入
っ
て
夕
刊
の
増
頁
な
ど
に
も
支
へ
ら
れ
て
紙
幅
を
得
て
ゆ
く
。

先
の
阿
部
眞
之
助
の
ゐ
た
東
京
日
日
新
聞
で
は
學
藝
課
が
部
に
昇
格
し
た
の
は
一
九
三
三
年
。
そ
こ
に
は
、『
文
藝
春
秋
』
が

片
々
た
る
文
壇
ゴ
シ
ッ
プ
誌
か
ら
堂
々
た
る
一
般
總
合
雜
誌
に
成
長
し
た
の
を
支
へ
た
の
と
同
じ
氣
運
が
働
い
て
ゐ
た
や
う

に
思
は
れ
る
。
つ
ま
り
、
文
學
の

新

聞

化
―
―
の
み
な
ら
ず
、

新

聞

の
文
學
化
。
或
い
は
、
文
學
の
一
般
化
で
あ
り
、

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム

一
般
の
文
學
化
で
あ
る
。

さ
う
し
た
學
藝
欄
の
發
展
を
反
映
す
る
一
例
と
し
て
、『
新
潮
』
に
連
載
さ
れ
た
Ｑ
Ｑ
Ｑ
な
る
匿
名
に
よ
る
コ
ラ
ム
「
新
聞

學
藝
欄
批
判
」
が
擧
げ
ら
れ
る
。
一
九
三
六
年
新
年
號
か
ら
翌
年
十
一
月
號
迄
の
あ
ひ
だ
掲
載
さ
れ
た
。
同
時
期
、『
新
潮
』

に
は
「
ヂ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
」
欄
が
續
い
て
ゐ
た
の
だ
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
う
ち
で
も
新
聞
學
藝
欄
の
み
獨
立
し

た
對
象
と
し
て
扱
ふ
だ
け
の
必
要
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
だ
。
何
よ
り
決
定
的
な
の
は
、
『
日
本
學
藝
新
聞
』（
新
聞
文
藝
社
→
日

本
學
藝
新
聞
社
）
の
創
刊
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
十
一
月
五
日
附
創
刊
號
の
第
一
面
を
飾
っ
た
の
は
杉
山
平
助
「
昨
今
の
新
聞

學
藝
」
。
同
紙
は
謂
は
ば
新
聞
各
紙
の
文
藝
欄
・
學
藝
欄
を
そ
れ
だ
け
で
獨
立
さ
せ
て
一
紙
と
し
た
や
う
な
も
の
で
、
「
新
聞

調
」（
藤
原
勘
治
）
も
極
ま
れ
り
の
感
が
あ
る
。
戸
坂
潤
「
讀
書
法
日
記
」
の
連
載
や
〈
新
刊
良
書
ク
ラ
ブ
〉
の
企
劃
な
ど
、

書
評
に
も
工
夫
が
見
え
る
點
、
出
版
文
化
史
上
も
特
筆
す
べ
き
だ
。
書
評
紙
『
日
本
讀
書
新
聞
』
（
日
本
讀
書
新
聞
社
）
は
同

紙
に
續
く
一
九
三
七
年
三
月
の
創
刊
だ
っ
た
。
こ
の
や
う
に
當
時
、
昭
和
前
期
を
通
じ
て
、
新
聞
學
藝
欄
及
び
新
聞
學
藝
欄

的
な
る
も
の
が
讀
者
層
の
間
に
や
う
や
く
滲
透
し
つ
つ
あ
り
、
な
れ
ば
こ
そ
、
一
新
聞
紙
の
眇
た
る
コ
ラ
ム
に
過
ぎ
ぬ
「
豆

戰
艦
」
が
大
い
に
世
評
に
上
っ
た
り
し
た
わ
け
も
領
解
で
き
る
と
い
ふ
も
の
だ
。

日
刊
で
あ
る
新
聞
は
、
月
刊
の
雜
誌
や
出
版
に
時
事
性
の
點
で
優
り
、
そ
の
意
味
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
尖
端
に
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
新
聞
の
學
藝
欄
に
は
、
日
々
の
事
件
を
逐
ふ
報
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
な
い
剩
餘
が
あ
る
。

そ
こ
に
報
道
や
論
説
を
中
心
に
説
か
れ
て
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
は
異
な
る
見
識
が
芽
生
え
る
餘
地
も
あ
っ
た
。「
こ
の

欄
は
、
そ
の
他
の
社
會
、
政
治
、
經
濟
等
の
各
欄
に
比
較
し
て
、
比
較
的
に
フ
リ
ー
で
あ
る
か
の
外
觀
を
呈
し
、
ま
た
事
實

と
し
て
幾
分
か
フ
リ
ー
な
の
で
あ
る
」
と
杉
山
平
助
は
言
ふ
。

い
つ
た
い
に
新
聞
の
機
能
は
、
指
導
す
る
こ
と
ゝ
報
道
す
る
こ
と
だ
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
新
聞
が
商
品

化
さ
れ
る
と
ゝ
も
に
、
賣
る
た
め
の
興
味
的
要
素
が
極
度
に
重
ん
じ
ら
れ
は
じ
め
、
そ
の
第
一
義
的
存
在
理
由
と
し
て

考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
指
導
的
任
務
は
、
今
日
で
は
殆
ど
喪
失
し
て
る
觀
が
あ
る
と
い
ふ
の
が
一
般
の
觀
測
で
あ
る
が
、
こ

マ
マ

の
傾
向
は
學
藝
欄
に
於
て
は
、
い
さ
ゝ
か
異
な
つ
だ
形
で
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

マ
マ

い
つ
た
い
日
本
の
新
聞
に
文
藝
欄
な
る
も
の
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
最
初
は
指
導
の
た
め
で
な
く
し
て
興
味
の
た
め

で
は
な
か
つ
た
か
。
肩
の
こ
る
や
う
な
政
論
ば
か
り
で
は
な
く
、
た
ま
に
は
「
消
閑
の
具
」
と
し
て
文
學
談
で
も
の
せ



一
三
頁

や
う
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
程
度
の
と
こ
ろ
で
、
文
藝
欄
が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
文
學
の
持
つ
社
會
的
支
配
力
な
ど
ゝ

い
ふ
も
の
は
考
慮
の
外
に
あ
つ
た
ら
う
こ
と
は
、
明
治
初
年
新
聞
の
文
學
者
の
作
品
傾
向
を
も
つ
て
し
て
も
う
か
ゞ
ふ

に
足
る
の
で
あ
る
。

（
杉
山
平
助
「
文
藝
欄
を
論
ず
」『
都
新
聞
』
一
九
三
三
年
八
月
→
『
現
代
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
』

頁
）

95

杉
山
平
助
（
ら
）
の
特
色
は
、
新
聞
媒
體
以
外
に
寄
稿
す
る
時
で
も
フ
ィ
ユ
ト
ニ
ス
ト
（
文
藝
欄
の
ラ
イ
タ
ー
）
と
し
て
の

性
格
を
發
揮
し
た
所
に
あ
る
（
杉
山
に
至
っ
て
は
家
庭
欄
の
女
性
身
上
相
談
に
ま
で
進
出
し
た
程
だ
）
。

新
聞
記
事
と
雜
誌
記
事
と
の
區
別
す
べ
き
要
點
は
、
先
日
木
村
毅
氏
が
こ
の
欄
で
觸
れ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
の
や
う
で
あ

る
が
、
學
藝
欄
は
新
聞
紙
中
で
も
最
も
雜
誌
的
な
傾
向
の
濃
い
部
分
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
る
小

説
や
評
論
は
、
雜
誌
に
發
表
さ
れ
る
小
説
や
評
論
に
比
較
し
て
、
内
容
形
式
と
も
に
大
い
に
手
心
の
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
の
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。

雜
誌
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の
時
に
讀
む
の
が
厭
な
ら
机
の
抽
斗
に
し
ま
つ
て
お
い
て
、
氣
の
む
い
た
時
に
ま
た
と
り

出
し
て
讀
め
る
と
い
ふ
性
質
が
あ
る
が
、
新
聞
の
方
は
さ
う
は
い
か
な
い
。［
…
…
］

從
つ
て
新
聞
向
き
の
評
論
と
い
ふ
も
の
は
、
ま
づ
何
よ
り
ス
ラ

貼
と
讀
み
易
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
時

に
ど
こ
か
人
の
意
表
を
突
く
と
云
つ
た
や
う
な
、
い
つ
も
何
か
新
し
い
期
待
を
持
た
せ
て
く
れ
る
や
う
な
と
こ
ろ
が
な

く
ち
ァ
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

こ
の
二
三
年
來
の
大
宅
壯
一
の
評
論
な
ど
は
、
そ
の
意
味
で
、
最
も
新
聞
向
き
の
タ
イ
プ
の
一
つ
と
し
て
推
稱
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
が
、［
…
以
下
略
…
］
。

（
杉
山
平
助
「
新
聞
向
き
の
評
論
」
初
出
未
詳
→
『
春
風
を
斬
る
』

～

頁
）

337

339

新
聞
小
説
に
つ
い
て
論
議
を
喚
ん
だ
の
も
こ
の
頃
、
昭
和
十
年
前
後
の
こ
と
と
し
て
文
學
史
に
記
さ
れ
る
が
、
小
説
至
上

主
義
を
脱
し
て
觀
る
な
ら
、
そ
れ
以
上
に
「
新
聞
向
き
の
評
論
」
―
―
謂
は
ば
「
フ
ユ
ト
ン
・
ク
リ
テ
ィ
ク
」（
矢
代
梓
）
＊

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
テ
イ
ツ
ク
な

27

の
展
開
が
顯
著
だ
っ
た
。
矢
代
梓
は
、
一
九
二
〇
年
代
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
期
の
雜
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
中
で
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
や
ア
ド
ル
ノ
ら
が
「
フ
ユ
ト
ニ
ス
ト
」
と
し
て
活
動
し
て
ゐ
た
こ
と
に
注
目
し
て
ゐ
る
。
フ
ィ
ユ
ト
ニ
ス
ト
に
は
狹
義

の
文
學
者
だ
け
で
は
な
く
、
學
者
や
思
想
家
も
含
ま
れ
る
の
だ
。
同
樣
に
日
本
で
も
、
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
を
通

じ
て
文
學
評
論
に
文
壇
外
の
ア
カ
デ
ミ
ー
や
哲
學
畑
か
ら
の
參
入
が
目
立
っ
た
。
當
時
の
所
謂
「
局
外
批
評
家
」
―
―
三
木

清
、
戸
坂
潤
、
岡
邦
雄
、
大
森
義
太
郎
、
谷
川
徹
三
、
林
達
夫
、
等
々
が
そ
れ
。
杉
山
平
助
に
は
彼
ら
の
や
う
な
學
殖
こ
そ

無
か
っ
た
が
、
ど
こ
か
「
文
壇
の
垣
」（
川
端
康
成
）
の
内
に
納
ま
ら
ぬ
、
局
外
批
評
家
に
通
ず
る
風
貌
を
有
し
て
ゐ
た
。

＊

植
田
康
夫
「
新
聞
と
文
化
」
田
村
紀
雄
・
林
利
隆
編
『
新
版

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
第

章
、
世
界
思

25

10

想
社
、
一
九
九
九
年
十
二
月
、

～

頁
。
同
書
新
版
か
ら
増
補
さ
れ
た
章
で
あ
る
。

161

175

＊

伊
藤
正
徳
『
新
聞
五
十
年
史
』
第
十
二
章
５
、
〈
新
日
本
文
化
史
叢
書
〉
鱒
書
房
、
一
九
四
三
年
四
月
、

頁
。
『
新
版

新

26

313

聞
五
十
年
史
』（
鱒
書
房
、
一
九
四
七
年
四
月
）
で
は
第
十
一
章
５
、

頁
。

148

＊

矢
代
梓
『
フ
ユ
ト
ン
・
ク
リ
テ
ィ
ク

書
物
批
判
へ
の
断

片
』
「
序
に
か
え
て
―
―
書
物
批
判
へ
の
断

片
」
北
宋
社
、

フ
ラ
グ
メ
ン
テ

フ
ラ
グ
メ
ン
テ

27一
九
八
七
年
三
月
、
６
～

頁
參
照
。

17

メ
デ
ィ
ア
の
理
解

杉
山
平
助
の
匿
名
批
評
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
評
へ
と
發
展
す
る
志
向
を
持
つ
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
。『
現

代
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
』「
序
」
に
自
負
し
て
曰
く
―
―
「
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
、
つ
ひ
に
今
日
の
如
く
隆
盛
た
る
」
過

程
に
あ
っ
て
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
個
々
の
人
物
の
評
論
、
或
は
個
々
の
作
家
の
作
品
を
批
判
す
る
と
ゝ
も
に
こ
れ
に
影
響
を
與

へ
、
こ
れ
を
支
配
す
る
雜
誌
そ
の
も
の
、
新
聞
そ
の
も
の
を
問
題
と
し
て
、
批
判
の
対
象
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
私

が
、
つ
と
に
唱
導
し
來
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
」
と
。
但
し
、『
現
代
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
』
一
卷
は
「
時
々
刻
々
に
變
化
す

る
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
の
形
相
を
、
私
が
記
者
的
角
度
か
ら
眺
め
た
も
の
ゝ
集
積
に
す
ぎ
な
い
。
故
に
或
る
點
は
雜
駁
で
あ
り
、

系
統
立
つ
た
原
則
的
見
解
の
確
立
と
い
ふ
方
面
の
努
力
に
缺
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
の
私
の
著
書
と
參
照
し
て

相
補
翼
し
て
も
ら
ひ
た
い
」。

マ
マそ

こ
で
杉
山
の
著
し
た
原
理
論
的
な
考
察
を
見
て
ゆ
く
と
し
よ
う
。
ま
づ
注
目
さ
れ
る
の
は
「
商
品
と
し
て
の
文
學
」

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
九
月
十
九
・
二
十
日
）
「
批
評
の
敗
北
」（
初
出
未
詳
）
だ
。
こ
れ
は
杉
山
の
數
多
書
き
散
ら
し

た
評
論
の
中
で
も
特
に
再
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
、
自
著
に
も
、
ま
た
死
後
の
文
學
全
集
に
も
採
録
さ
れ
た

＊

。
28
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四
頁

文
學
も
ま
た
商
品
で
あ
る
―
―
「
こ
の
經
濟
學
者
に
と
つ
て
は
常
識
に
す
ぎ
な
い
見
解
を
文
學
者
自
身
は
容
易
に
認
め
た

が
ら
な
い
本
來
の
傾
向
を
持
つ
」（
「
商
品
と
し
て
の
文
學
」
）
。
近
年
山
本
芳
明
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
以
降
に
始
ま
る
所

謂
「
文
藝
復
興
」
期
に
つ
い
て
、
「
〈
市
場
〉
が
徐
々
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
円
本
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
一
旦
は
明
ら
か
に
さ

れ
た
文
学
の
商
品
性
は
「
純
文
学
」
の
名
の
下
に
隠
蔽
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
」（
「
円
本
ブ
ー
ム
を
解
読
す
る
」）
＊
29

と
結
論
し
て
ゐ
る
。
だ
が
正
に
そ
の
文
藝
復
興
期
に
、
文
學
の
商
品
性
を
再
三
論
じ
た
杉
山
平
助
と
い
ふ
文
學
者
の
ゐ
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
況
ん
や
「
商
品
と
し
て
の
文
學
」
を
收
め
る
『
文
藝
從
軍
記
』（
改
造
社
、
昭
和
九
年
六
月
）
は
そ

の
名
も
〈
文
藝
復
興
叢
書
〉
の
一
册
で
あ
る
に
お
い
て
を
や
。
―
―
と
ま
れ
、
さ
う
い
ふ
否
認
さ
れ
が
ち
な
見
解
を
敢
へ
て

突
き
つ
け
る
所
に
杉
山
の
批
評
の
特
徴
が
あ
っ
た
。「
杉
山
平
助
の
す
ぐ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
自
明
の
事
実
で
あ
り
な
が
ら
、

文
壇
人
は
な
ん
と
な
く
自
分
の
恥
部
を
さ
ら
け
だ
す
思
い
が
し
て
い
い
た
が
ら
ず
、
一
般
人
は
そ
れ
を
口
に
す
る
こ
と
で
こ

う
ご
う
し
い
芸
術
の
ミ
ュ
ー
ズ
の
ま
ぼ
ろ
し
を
く
だ
い
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ
て
い
た
こ
と
を
ズ
バ
リ
と
い
っ

て
の
け
た
点
に
あ
る
」（
尾
崎
秀
樹
「
杉
山
平
助
論
」）
＊

。
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但
し
文
學
商
品
説
だ
け
で
は
全
く
常
識
論
を
出
ず
、
先
取
權
も
誇
れ
な
い
。
新
聞
論
に
お
い
て
は
既
に
一
九
二
二
年
、
木

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

鐸
記
者
の
否
定
と
新
聞
商
品
主
義
を
大
阪
毎
日
新
聞
社
長
本
山
彦
一
が
『
日
本
新
聞
發
達
史
』（
小
野
秀
雄
著
）
に
寄
せ
た
序

文
で
説
い
て
ゐ
た
＊

。
文
學
論
と
し
て
も
先
ん
じ
て
菊
池
寛
や
大
宅
壯
一
の
論
が
あ
り
、『
文
藝
市
場
』（
一
九
二
五
年
十
一
月
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～
一
九
二
七
年
五
月
）
の
實
踐
も
あ
っ
た
。
杉
山
の
「
商
品
と
し
て
の
文
學
」
が
先
行
の
説
に
何
か
を
加
へ
て
ゐ
る
と
し
た
ら
、

小
説
と
い
ふ
商
品
だ
け
で
な
く
、
批
評
に
焦
點
を
當
て
て
ゐ
る
所
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
「
批
評
の
敗
北
」
で
さ
ら
に
展
開
さ

れ
て
ゐ
る
。

「
商
品
と
し
て
の
文
學
」
に
よ
れ
ば
、
「
生
産
物
が
商
品
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
從
來
の
緊
密
な
直

接
的
關
係
は
遮
斷
さ
れ
、
仲
買
人
の
出
現
が
社
會
的
に
要
請
さ
れ
る
」
。
文
學
で
言
へ
ば
、
作
者
と
讀
者
と
の
「
直
接
的
關
係

は
遮
斷
さ
れ
」、
両
者
の
間
を
取
り
持
つ
出
版
業
者
が
現
れ
る
わ
け
だ
―
―
「
当
世
風
に
い
え
ば
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
だ
ろ
う
」（
尾
崎
秀
樹
「
杉
山
平
助
論
」）
―
―
。「
こ
の
藝
術
の
仲
買
人
、
即
ち
書
店
あ
る
ひ
は
雜
誌
社
な
る
も
の

は
、［
…
…
］
そ
の
發
生
形
態
に
お
い
て
は
批
評
的
役
割
と
結
び
つ
い
て
出
現
し
た
も
の
の
如
く
に
想
像
さ
れ
る
。
／
即
ち
、

あ
る
商
品
の
仲
買
人
た
る
こ
と
は
、
そ
の
商
品
に
つ
い
て
か
な
り
た
し
か
な
鑑
定
力
の
所
有
者
た
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
初

め
て
成
立
す
る
」（
「
商
品
と
し
て
の
文
學
」
）
。

一
方
、
批
評
家
の
發
生
は
い
か
に
説
か
れ
る
か
。
―
―
「
生
産
物
が
商
品
化
さ
れ
は
じ
め
、
商
品
そ
の
も
の
の
種
別
に
於

て
、
品
質
に
於
て
眩
暈
的
複
雜
さ
を
加
へ
て
來
る
や
う
に
な
る
と
、
一
般
需
要
者
は
購
買
す
べ
き
商
品
を
批
評
選
擇
す
べ
き

任
務
の
過
重
に
堪
へ
な
い
や
う
に
な
り
、
こ
こ
に
初
め
て
專
門
の
職
業
的
批
評
家
の
出
現
が
要
請
さ
れ
、
批
評
家
は
生
産
者

と
需
要
者
の
間
に
立
つ
て
、
生
産
物
の
質
的
評
價
の
媒
介
の
役
割
を
演
ず
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
」（
「
批
評
の
敗
北
」
）
。
文

學
に
於
る
も
こ
れ
に
同
じ
い
。
こ
こ
に
作
者
と
讀
者
の
兩
面
に
相
對
す
る
文
藝
批
評
家
な
る
も
の
が
出
現
す
る
。

然
る
に
現
實
の
世
界
で
は
、
こ
の
文
藝
上
の
三
角
對
立
の
上
に
更
に
文
藝
作
品
の
仲
買
人
、
即
ち
出
版
者
［
＊

］
と
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い
ふ
も
の
が
一
枚
加
は
つ
て
ゐ
て
、
現
實
の
文
藝
な
る
も
の
は
作
者
、
讀
者
、
批
評
家
、
出
版
社
な
る
四
元
の
力
學
關

係
の
上
に
、
そ
の
變
化
發
展
を
遂
げ
て
行
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
作
者
、
讀
者
、
批
評
家
、
出
版
社
な
る
四
元
の
對
立
の
う
ち
、
批
評
家
と
出
版
社
と
は
そ
の
發
生

形
態
に
於
て
も
、
社
會
的
役
割
に
於
て
も
極
め
て
酷
似
し
た
關
係
に
あ
る
。［
…
…
］

［
…
中
略
…
］

即
ち
批
評
家
と
は
、
生
産
者
と
需
要
者
の
中
間
に
立
つ
て
商
品
の
質
的
優
劣
を
決
定
す
る
役
割
を
擔
當
し
、
仲
買
人

と
は
、
そ
の
商
品
の
交
換
價
格
の
決
定
竝
び
に
事
務
的
處
理
を
掌
る
も
の
と
考
へ
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
二
つ
の

機
能
は
本
來
は
交
錯
的
な
も
の
で
あ
る
。

［
…
…
］

だ
か
ら
今
日
で
も
、
文
藝
批
評
家
が
或
る
作
品
を
推
稱
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
作
品
に
對
し
て
は
高
い
稿
料
を

支
拂
ふ
べ
し
と
い
ふ
決
定
を
も
暗
默
の
う
ち
に
含
め
て
を
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
容
易
に
批
評
家
の
御
意
の
ま
ゝ
に

動
か
う
と
し
な
い
の
は
、
一
方
に
仲
買
人
の
判
斷
、
即
ち
出
版
社
會
計
係
の
ソ
ロ
バ
ン
が
こ
れ
に
對
立
す
る
た
め
に
外

な
ら
ぬ
。

（
杉
山
平
助
「
「
批
評
の
敗
北
」）

も
と
も
と
「
仲
買
人
の
批
判
の
客
觀
性
が
企
業
上
の
利
害
觀
念
に
よ
つ
て
歪
ま
さ
れ
易
い
」
も
の
だ
っ
た
。
從
っ
て
「
批

評
家
は
そ
の
出
現
の
當
初
か
ら
、
仲
買
人
の
利
害
觀
念
を
撥
無
す
べ
き
約
束
を
帶
び
て
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
は
同
一
の
胎
か
ら



一
五
頁

出
た
仲
の
惡
い
兄
弟
の
關
係
を
持
續
す
る
」
。
か
く
て
出
版
業
者
と
批
評
家
は
「
陽
に
親
睦
を
裝
ひ
な
が
ら
苛
烈
な
内
面
闘
争

を
持
續
す
る
」。
そ
し
て
「
結
局
批
評
家
が
出
版
業
者
の
手
に
よ
つ
て
徹
底
的
に
叩
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
こ
の
闘
争

は
終
結
す
る
」
こ
と
だ
ら
う
―
―
な
ぜ
か
？

そ
れ
は
、
批
評
も
ま
た
商
品
化
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
だ
。
そ
ん
な
こ
と
は
「
分

り
き
つ
た
話
の
や
う
で
あ
る
が
、
批
評
家
自
身
竝
び
に
一
般
世
間
に
於
て
、
こ
れ
が
現
實
的
な
認
識
と
し
て
容
易
に
把
握
せ

ら
れ
な
か
つ
た
」
の
だ
。
今
や
「
着
々
と
資
本
を
集
中
し
つ
つ
あ
つ
た
出
版
業
者
」
を
前
に
、「
批
評
そ
の
も
の
が
商
品
化
さ

れ
る
と
と
も
に
、
商
品
時
代
の
共
通
現
象
と
し
て
批
評
家
と
そ
の
需
要
者
の
關
係
も
ま
た
仲
買
人
の
取
次
の
手
を
経
て
の
み

初
め
て
可
能
と
な
る
。
從
つ
て
極
度
に
そ
の
權
力
を
擴
大
し
た
仲
買
人
は
、
自
家
の
利
潤
と
相
反
し
た
批
評
は
完
全
に
こ
れ

を
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
ふ
こ
と
は
易
々
た
る
も
の
で
あ
る
」
…
…
。
「
か
く
し
て
批
評
は
敗
北
し
た
」（
杉
山
平
助
「
「
批

評
の
敗
北
」
）
。

以
上
の
杉
山
平
助
の
論
を
、
尾
崎
秀
樹
は
大
宅
壯
一
か
ら
大
熊
信
行
へ
至
る
間
を
架
橋
す
る
も
の
と
し
た
。

大
宅
壮
一
の
「
藝
術
お
よ
び
文
学
の
生
産
原
理
お
よ
び
生
産
様
式
に
関
す
る
唯
物
論
的
超
個
人
主
義
的
解
釈
」
は
、
遠

く
白
柳
秀
湖
の
「
芸
術
運
動
の
生
物
学
的
理
解
」
に
糸
を
引
き
、
資
本
制
社
会
の
「
商
品
」
文
学
観
を
定
着
さ
せ
た
も

の
だ
っ
た
が
、
杉
山
は
そ
の
大
宅
説
を
さ
ら
に
批
評
の
機
能
分
析
に
ま
で
拡
大
し
、
文
学
の
仲
買
人
的
性
格
を
も
つ
出

版
社
の
独
占
化
に
注
目
し
た
点
で
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
へ
一
歩
接
近
し
た
発
言
を
な
し
た
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

［
…
略
…
］

杉
山
の
「
商
品
」
文
学
説
は
、
さ
ら
に
大
熊
信
行
の
「
社
会
的
欲
望
の
対
象
と
し
て
の
文
学
・
消
費
の
対
象
と
し
て

の
文
学
」
観
へ
継
承
さ
れ
、
配
分
理
論
に
も
と
づ
く
独
自
な
展
開
を
み
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
別
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し

よ
う
。

（
尾
崎
秀
樹
「
杉
山
平
助
論
」
『
大
衆
文
学
論
』

～

頁
）
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だ
が
ど
う
も
尾
崎
の
大
熊
信
行
論
は
成
ら
な
か
っ
た
や
う
で
、
そ
の
代
り
で
も
あ
ら
う
か
、
尾
崎
の
編
輯
す
る
季
刊
誌
『
大

衆
文
學
研
究
』（
南
北
社
）
に
連
載
中
で
あ
っ
た
日
沼
倫
太
郎
「
純
文
学
と
大
衆
文
学
の
間
」
が
、
大
熊
理
論
を
紹
介
し
、
應

用
し
た
（
「
純
文
学
と
大
衆
文
学
の
間

八

―
大
熊
信
行
と
余
暇
配
分
―
」
『
大
衆
文
学
研
究
』
十
七
號
、
一
九
六
六
年
七
月
）
。

そ
し
て
尾
崎
・
日
沼
に
觸
れ
つ
つ
、
大
宅
壯
一
と
共
に
大
熊
信
行
を
特
筆
、
こ
れ
を
本
格
的
に
再
評
價
し
た
の
が
、
前
田

愛
の
「
読
者
論
小
史
―
―
国
民
文
学
論
ま
で
―
―
」
で
あ
っ
た
。
『
近
代
読
者
の
成
立
』（
〈
有
精
堂
選
書

〉
、
一
九
七
三
年
十
一

25

月
）
の
掉
尾
を
飾
る
概
論
だ
。
同
書
が
讀
者
論
の
み
な
ら
ず
「
文
学
研
究
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
論
的
展
開
に
及
ぼ
し
た
影
響

は
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
」（
金
子
明
雄
）
＊

。
し
か
る
に
そ
の
後
、
尾
崎
秀
樹
が
擧
げ
前
田
愛
が
論
じ
た
大
熊
信
行
の
二
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著
『
文
學
の
た
め
の
經
濟
學
』（
春
秋
社
、
一
九
三
三
年
十
一
月
）
『
文
藝
の
日
本
的
形
態
』（
三
省
堂
、
一
九
三
七
年
十
二
月
）
を

顧
み
る
論
者
は
、
跡
を
絶
っ
た
―
―
『
近
代
読
者
の
成
立
』
初
版
の
翌
年
、
大
熊
が
兩
書
を
合
卷
し
た
『
芸
術
経
済
学
』（
潮

出
版
社
、
一
九
七
四
年
七
月
）
を
改
め
て
再
刊
し
て
ゐ
た
に
も
關
は
ら
ず
、
だ
。
二
十
年
を
經
て
、
や
う
や
く
坪
井
秀
人
「
一

九
三
〇
年
代
の
メ
デ
ィ
ア
／
文
学
論
と
黙
読
性
の
問
題
―
―
大
宅
壮
一
と
大
熊
信
行
の
理
論
の
批
判
的
検
討
―
―
」（
一
九
九
四

年
）
＊

が
發
表
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
論
的
視
座
か
ら
大
宅
・
大
熊
の
文
學
論
を
對
照
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
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兩
者
を
繋
ぐ
名
前
が
忘
れ
去
ら
れ
て
ゐ
る
と
し
た
ら
―
―
杉
山
平
助
で
あ
る
（
わ
づ
か
に
「
注
」
に
參
照
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
）
。

思
へ
ば
、
先
の
日
沼
倫
太
郎
『
純
文
学
と
大
衆
文
学
の
間
』（
弘
文
堂
、
一
九
六
七
年
五
月
）
に
於
て
も
、
初
出
連
載
時
に
は

あ
っ
た
杉
山
平
助
へ
の
言
及
が
、
大
幅
に
改
稿
・
再
構
成
さ
れ
た
單
行
本
で
は
削
ら
れ
て
し
ま
っ
て
ゐ
た
。
一
九
三
〇
年
代

の
メ
デ
ィ
ア
論
的
文
學
論
―
―
そ
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
し
て
語
ら
れ
た
ら
う
―
―
を
主
題
と
す
る
な
ら
ば
、
杉
山
平
助
に

論
及
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
し
て
大
熊
信
行
に
よ
れ
ば
「
藝
術
品
や
文
學
作
品
の
價
値
問
題
に
つ
い
て
は
、
杉

山
平
助
氏
と
二
三
年
に
わ
た
る
氣
の
な
が
い
論
爭
を
つ
づ
け
て
ゐ
る
」

＊

と
い
ふ
の
だ
か
ら
。
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「
商
品
と
し
て
の
文
學
」「
批
評
の
敗
北
」
を
は
じ
め
と
す
る
一
聯
の
評
論
は
、
出
版
・
批
評
を
作
者
と
讀
者
を
繋
ぐ
媒
介

メ
デ
イ
ア

と
し
て
主
題
化
し
た
も
の
と
言
へ
よ
う
。
そ
れ
ゆ
ゑ
メ
デ
ィ
ア
論
的
思
考
の
系
譜
を
辿
る
上
で
無
視
で
き
な
い
の
だ
が
、
メ

デ
ィ
ア
論
者
と
し
て
の
杉
山
の
限
界
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。「
批
評
の
敗
北
」
の
結
論
を
引
く
。

こ
の
現
状
を
如
何
に
打
破
す
べ
き
か
？

進
ん
で
細
説
す
べ
き
紙
面
も
な
い
が
、
窮
極
は
か
う
し
た
事
態
を
生
ぜ
し

め
た
發
端
の
發
端
た
る
作
者
と
讀
者
と
の
直
接
的
關
係
の
恢
復
と
い
ふ
こ
と
の
外
に
途
は
な
い
。
即
ち
歸
す
る
と
こ
ろ

は
資
本
の
否
定
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
最
高
の
理
想
は
批
評
の
否
定
と
い
ふ
方
面
に
も
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
批
評
の
勝
利
と
は
、
批
評
能
力
が
あ
ら
ゆ
る
民
衆
に
行
き
亙
り
、
專
門
的
職
業
批
評
家
の
必
要

が
こ
の
地
上
か
ら
一
掃
せ
ら
れ
た
時
代
の
こ
と
を
指
し
て
云
ふ
の
だ
、
と
い
ふ
認
識
が
重
要
だ
。



一
六
頁

つ
ま
り
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
否
定
。
曰
く
「
そ
ん
な
も
の
が
な
く
つ
て
も
、
作
者
と
讀
者
と
さ
へ
あ
れ
ば
、
い
つ
如
何
な
る
場

所
に
於
て
も
文
學
は
生
じ
得
る
」
―
―
だ
が
そ
の
時
、
メ
デ
ィ
ア
な
ら
で
は
の
魅
力
は
存
在
し
な
く
な
る
だ
ら
う
。

の
ち
、
言
論
統
制
の
嚴
し
さ
が
廻
避
し
得
な
く
な
る
戰
時
體
制
下
、
杉
山
は
自
説
の
修
正
を
公
に
す
る
。

［
…
…
］
近
代
に
お
け
る
文
學
は
、
作
者
と
讀
者
と
出
版
社
と
批
評
家
と
の
四
元
の
相
關
關
係
の
上
に
、
社
會
的
に
成

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

立
す
る
も
の
だ
、
と
い
ふ
の
が
こ
れ
ま
で
私
の
説
い
て
來
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
考
へ
の
中
に
は
、
未
だ
大
き
な
缺
陷
が
あ
つ
た
。
と
い
ふ
の
は
、
文
學
の
社
會
的
在
り
方
に

影
響
を
與
へ
得
る
も
の
と
し
て
、
政
府
と
い
ふ
、
よ
り
力
強
い
も
の
が
存
在
し
た
と
い
ふ
こ
と
を
、
私
は
完
全
に
見
落

し
て
來
た
か
ら
で
あ
る
。［
…
…
］

［
…
中
略
…
］

す
な
は
ち
、
從
來
は
、
出
版
社
と
讀
者
と
批
評
家
の
意
向
に
關
し
て
の
み
、
注
意
を
拂
つ
て
ゐ
た
文
學
者
は
、
現
在

は
そ
れ
等
に
ま
し
て
、
政
府
の
意
向
に
神
經
質
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
新
し
い
事
態
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

［
…
…
］

も
ち
ろ
ん
眞
に
獨
立
不
羈
な
文
學
者
は
、
か
う
し
た
一
切
の
現
象
的
流
轉
を
蔑
視
し
、
超
然
と
し
て
自
己
を
持
す
る

こ
と
は
出
來
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
彼
は
、
常
に
社
會
的
沒
落
を
覺
悟
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て

彼
が
沒
落
し
て
し
ま
へ
ば
、
そ
の
意
氣
と
精
神
は
、
何
等
か
の
影
響
を
世
間
に
與
へ
得
る
で
あ
ら
う
が
、
彼
の
文
學
そ

の
も
の
は
、
社
會
的
に
は
存
在
し
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

（
杉
山
平
助
「
過
渡
期
の
文
學
者
」『
中
央
公
論
』
一
九
四
〇
年
九
月
號
→
『
悲
し
き
い
の
ち
』
所
收
）

杉
山
の
「
商
品
時
代
に
お
け
る
文
學
の
社
會
的
在
り
方
に
つ
い
て
の
分
析
」
は
、
こ
の
論
を
以
て
總
決
算
と
す
る
如
く
だ
。

＊

自
著
で
は
『
春
風
を
斬
る
』
（
＝
『
愛
國
心
と
猫
』
）
、『
文
藝
從
軍
記
』
、
『
文
學
と
生
活
』。
死
後
は
、
筑
摩
書
房
版
〈
現
代

28日
本
文
學
全
集
〉
第

卷
『
現
代
文
藝
評
論
集(

一)

』
一
九
五
八
年
三
月
、
講
談
社
版
〈
日
本
現
代
文
学
全
集
〉
第

卷

94

107

『
現
代
文
芸
評
論
集
』
一
九
六
九
年
七
月
、
但
し
後
者
は
「
商
品
と
し
て
の
文
學
」
一
篇
の
み
。

＊

山
本
芳
明
『
文
学
者
は
つ
く
ら
れ
る
』
第
十
一
章
「
円
本
ブ
ー
ム
を
解
読
す
る
―
「
旱
魃
時
」
の
新
進
作
家
た
ち
―
」
〈
未
発

29選
書
９
〉
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、

頁
。

301

＊

尾
崎
秀
樹
「
杉
山
平
助
論
―
―
「
商
品
」
と
し
て
の
文
学
―
―
」
『
大
衆
文
学
論
』
「
Ⅰ

大
衆
文
学
の
理
論
」
勁
草
書
房
、
一

30九
六
五
年
六
月
。
初
出
『
近
代
説
話
』
第
七
集
（
近
代
説
話
刊
行
会
、
一
九
六
一
年
四
月
）
掲
載
「
「
商
品
」
と
し
て
の
文

学
」
を
加
筆
改
題
。
特
に
、
大
熊
信
行
に
觸
れ
た
箇
所
は
初
出
に
無
く
、
「
こ
れ
は
別
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
よ
う
」
と
ま
で

書
き
足
し
た
の
に
、
同
書
で
は
「
研
究
の
史
的
回
顧
―
―
参
考
文
献
目
録
に
か
え
て
―
―
」
（
初
出
『
國
文
學
』
一
九
六
五
年
一
月

號
）
の
中
で
觸
れ
る
程
度
で
、
取
り
立
て
て
論
じ
て
ゐ
な
い
。

＊

本
山
彦
一
「
個
人
と
し
て
の
余
の
新
聞
政
策
」
小
野
秀
雄
『
日
本
新
聞
發
達
史
』
東
京
日
日
新
聞
社
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
、

31一
九
二
二
年
八
月
。

＊

『
文
藝
從
軍
記
』
所
收
本
文
を
底
本
と
し
た
。『
春
風
を
斬
る
』『
文
學
と
生
活
』
所
收
本
文
で
は
「
出
版
社
」。

ヽ

32
＊

金
子
明
雄
「
『
近
代
読
者
の
成
立
』
と
い
う
生
成
す
る
書
物
の
可
能
性
」
『
日
本
近
代
文
学
』
第

集
、
日
本
近
代
文
学
会
、

33

64

二
〇
〇
一
年
五
月
、

頁
。

153

＊

坪
井
秀
人
「
一
九
三
〇
年
代
の
メ
デ
ィ
ア
／
文
学
論
と
黙
読
性
の
問
題
―
―
大
宅
壮
一
と
大
熊
信
行
の
理
論
の
批
判
的
検

34討
―
―
」
『
日
本
文
学
』
一
九
九
四
年
二
月
號
「
特
集
・
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
視
座
」
日
本
文
学
協
会
。
→
改
題
加
筆
「
メ
デ
ィ
ア

と
文
学
の
間
―
―
一
九
三
〇
年
代
の
大
宅
壮
一
・
大
熊
信
行
―
―
」
『
声
の
祝
祭

日
本
近
代
詩
と
戦
争
』
第
八
章
、
名
古
屋
大
学
出
版

会
、
一
九
九
七
年
八
月
。

＊

大
熊
信
行
「
文
學
と
經
濟
學
と
の
關
係
」
、
初
出
『
科
學
ペ
ン
』
一
九
三
七
年
一
月
號
（
未
見
）
→
『
文
藝
の
日
本
的
形

35態
』
Ⅷ
・
附
、
三
省
堂
、
一
九
三
七
年
十
二
月
、

頁
。
→
『
芸
術
経
済
学
』
「
文
芸
の
日
本
的
形
態
」
Ⅷ
・
６
、
潮
出
版
社
、

186

一
九
七
四
年
七
月
、

頁
400

書
承
に
お
け
る
口
承

對
象
の
雜
多
な
魅
力
に
目
を
奪
は
れ
て
、
錯
綜
し
た
記
述
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
締
め
括
り
と
し
て
、
杉
山
平
助
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
諸
現
象
を
整
理
す
る
た
め
の
視
座
を
提
出
し
て
お
く
。

大
宅
壯
一
は
、「
或
る
人
が
杉
山
平
助
を
批
評
し
て
「
彼
は
座
談
を
活
字
化
す
る
こ
と
に
妙
を
え
て
ゐ
る
」
と
い
つ
た
が
、



一
七
頁

た
し
か
に
そ
れ
は
彼
の
急
所
を
つ
い
た
言
葉
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
杉
山
氏
ば
か
り
で
な
く
、
多
か
れ
少
か
れ
、
匿
名
批

評
家
全
體
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
」（
「
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
匿
名
批
評
」
）
と
言
っ
て
、
匿
名
批
評
の
常
連
が
み
な
「
座
談

が
う
ま
い
。
少
く
と
も
座
談
の
愛
好
者
で
あ
る
」
こ
と
、
し
か
し
面
白
い
こ
と
に
「
演
説
は
あ
ま
り
う
ま
く
な
い
」
こ
と
を
、

指
摘
し
て
ゐ
る
。「
演
説
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
活
字
に
近
い
」
と
も
。

座
談
と
い
へ
ば
、「
座
談
會
」
と
い
ふ
も
の
が
流
行
し
た
の
も
昭
和
初
期
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
今
日
で
は
ど
こ
の
雜
誌
で

も
見
る
企
劃
だ
が
、
周
知
の
通
り
、
座
談
會
と
は
『
文
藝
春
秋
』（
ま
た
し
て
も
！
）
が
發
祥
で
あ
り
、
菊
池
寛
の
發
案
と
い

ふ
。「
尤
も
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
何
々
合
評
會
と
稱
し
て
、
演
劇
や
小
説
に
對
す
る
批
評
會
は
あ
つ
た
が
、
座
談
會
と
い
ふ
こ

の
形
式
は
、
正
し
く
「
文
藝
春
秋
」
に
よ
つ
て
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
」（
『
文
藝
春
秋

涼
風
夜
話
』
「
序
」
）
＊

。
第
一
回
が

36

『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
七
年
三
月
號
、
こ
れ
が
テ
ー
マ
別
の
座
談
と
な
っ
て
、
以
後
他
誌
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
大
宅
の
指
摘
が
興
味
深
い
の
は
、
座
談
會
ど
こ
ろ
か
、
別
に
口
述
筆
記
で
も
な
い
匿
名
批
評
や
雜
文
も
「
座
談
の

活
字
化
」
と
見
做
さ
れ
る
所
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
た
な
樣
式
が
こ
の
時
期
に
相
前
後
し
て
興
っ
た
と
こ
ろ
に
何
か
共
通
の

ジ
ヤ
ン
ル

性
質
が
あ
る
と
し
た
ら
―
―
。
恐
ら
く
、
か
つ
て
は
談
話
に
於
て
の
み
聞
か
れ
た
發
言
、
談
笑
の
間
に
消
え
去
る
に
任
し
て

ゐ
た
聲
が
、
活
字
に
も
定
着
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
の
示
唆
は
も
っ
と
理
論
的
な
考
察
の
中
で
生
か
せ
る
こ
と
だ
。

例
へ
ば
、
敢
へ
て
古
め
か
し
く
當
時
の
文
學
理
論
を
持
ち
出
す
な
ら
ば
、
モ
ー
ル
ト
ン
の
「
文
學
形
態
論
」
＊

。
こ
れ
は
千

37

葉
龜
雄
「
現
代
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
も
引
く
所
で
あ
っ
た
。

［
…
…
］「
文
學
の
現
代
的
研
究
」
の
著
者
、
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
グ
リ
イ
ン
・
モ
オ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
ジ
ァ
ア
ナ
リ
ズ
ム

は
、
文
學
の
原
始
的
原
形
へ
の
復
歸
で
あ
り
、
民
衆
へ
の
文
學
の
解
放
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
彼
に
從
へ
ば
、
文
學
に

は
、
漂

泊

的

文

學
と
定

着

的

文
學
の
二
面
が
あ
る
。
わ
れ
等
の
祖
先
は
文
字
の
無
い
時
代
に
生
れ
、
上
代
文
學
は

フ
ロ
オ
チ
ン
グ
リ
テ
ラ
チ
ユ
ア

フ
ヰ
ツ
ク
ス
ト
リ
テ
ラ
チ
ユ
ア

詩
人
の
脣
か
ら
、
直
接
に
公
衆
の
聽
覺
に
傳
へ
ら
れ
た
。
文
學
の
原
始
的
樣
式
は
合
唱
に
始
ま
り
、
合
唱
が
分
化
し
て
、

詩
、
音
樂
、
舞
踊
に
別
れ
た
が
、
そ
の
詩
と
な
っ
た
部
分
は
耳
か
ら
耳
へ
と
傳
へ
ら
れ
、
詩
人
の
ひ
き
つ
ゞ
い
た
反
覆

に
よ
つ
て
、
局
部
的
に
自
由
に
變
化
さ
れ
る
か
ら
、
漂
泊
的
文
學
で
あ
つ
た
。
文
字
が
現
は
れ
て
書
籍
に
作
ら
れ
る
樣

に
な
る
と
定
着
的
文
學
が
、
漂
泊
的
文
學
に
取
つ
て
代
つ
た
。［
…
…
］
け
れ
ど
も
、
こ
の
漂
泊
的
文
學
か
ら
定
着
的
文

學
へ
の
推
移
は
、
文
學
開
發
の
最
後
の
段
階
で
は
幸
ひ
に
無
か
つ
た
。
記
述
が
印
刷
術
に
そ
の
地
位
を
變
へ
て
、
こ
こ

に
文
學
の
原
型
で
あ
つ
た
新
し
い
形
の
漂
泊
的
文
學
が
再
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

（
千
葉
龜
雄
「
現
代
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」『
經
濟
往
來
』
一
九
三
〇
年
十
一
月
號
〈
現
代
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
判
號
〉）

モ
ー
ル
ト
ン
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
口
承
文
藝
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
捉
へ
て
ゐ
る
（
圖
參
照
）
。
口
承
文
藝
は
浮
動
的
（
漂

泊
的
）
文
學
、
書
か
れ
た
文
藝
は
固
定
的
（
定
着
的
）
文
學
と
言
ひ
換
へ
さ
れ
る
。
書
物
は
浮
動
す
る
口
誦
詩
の
聲
を
文
字
に

パ

ラ

フ

レ

ー

ズ

固
定
す
る
も
の
だ
。

し
か
し
書
物
は
、
我
々
が
辿
り
つ
つ
あ
る
特
殊
の
展
開
の
最
終
期
で
は
な
い
。
書
く
こ
と
は
印
刷
に
位
置
を
讓
り
、

印
刷
は
、
そ
の
増
加
と
分
布
の
力
を
無
限
に
擴
張
す
る
。
つ
ひ
に
、
浮
動
文
學
の
新
し
い
種
類
が
起
る
、
即
ち
ヂ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
が
。
こ
の
語
は
、
日
刊
新
聞
か
ら
雜
誌
、
季

刊

評

論
に
至
る
ま
で
の
定
期
刊
行
物
の
す
べ
て
を
云
ひ
表
は

ク
オ
ー
タ
リ
・
リ
ヴ
ユ
ー

す
に
用
ゐ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
定
期
刊
行
物
で
あ
る
と
い
ふ
意
味
に
お
い
て
、
浮
動
の
文
學
で
あ
る
。
即
ち
、
口
傳
詩

の
浮
動
文
學
に
お
い
て
は
、
各
反
覆
が
新
版
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
如
く
に
、
こ
こ
で
は
定
期
刊
行
物
の
各
出
版
は

そ
れ
に
先
だ
つ
版
を
無
效
に
す
る
。
即
ち
、
今
日
の
新
聞
が
出
て
し
ま
つ
た
時
に
は
、
昨
日
の
新
聞
は
ニ
ュ
ー
ズ
た
る

こ
と
を
や
め
る
の
で
あ
る
。
文
學
を
書
物
に
局
限
し
た
こ
と
は
非
讀
書
階
級
を
除
外
し
て
し
ま
つ
た
。
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
出
現
と
共
に
讀
書
が
普
遍
的
に
さ
れ
る
。
新
聞
の
廉
價
が
そ
れ
を
普
遍
的
に
近
づ
き
易
い
も
の
と
し
た
の
み
で
は

な
い
。
こ
の
路
を
通
る
文
學
は
、
全
體
と
し
て
の
社
會
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
。
廣
告
は
そ
の
商
業
の
附
屬
物
で
あ
り
、

新
聞
の
本
文
は
そ
の
公
生
活
の
器
官
で
あ
る
。
著
作
は
冒
さ
れ
る
。
口
傳
詩
の
共
同
的
著
作
は
、
書
物
の
出
現
と
共
に
、

個
人
的
著
作
に
變
つ
た
。
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
は
變
化
を
後
戻
り
さ
せ
、
そ
し
て
著
作
は
匿
名
に
な
り
、
そ
れ
に

應
じ
て
責
任
が
失
は
れ
る
。
そ
し
て
如
何
な
る
著
作
權
が
あ
る
か
と
云
へ
ば
、
そ
れ
は
定
期
刊
行
物
の
共
同
著
作
權
で

あ
る
。［
…
後
略
…
］

（
モ
ウ
ル
ト
ン
『
文
學
の
近
代
的
研
究
』「
第
一
篇

文
學
形
態
論
」
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
十
一
月
、

頁
）
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殊
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
匿
名
性
の
傾
向
が
蘇
る
こ
と
（
「
作
者
の
死
」
？
）
の
指
摘
は
、
杉
山
平
助
を
索
引
と
し

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
見
渡
し
て
き
た
本
論
に
と
っ
て
は
、
大
い
に
肯
け
る
所
だ
。
戸
坂
潤
も
亦
そ
の
「
匿
名
批
評
論
」

（
『
思
想
と
し
て
の
文
學
』
所
收
）
で
、
新
聞
記
事
の
無
記
名
を
例
に
、
匿
名
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
必
然
だ
と
論
じ
て
ゐ
た
で

は
な
い
か
。



一
八
頁

或
い
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
援
用
し
て
も
よ
い
。
唐
突
だ
ら
う
か
。
け
れ
ど
も
ワ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
（*1892

～

1940
）
は
、
一
流
の
フ
ィ
ユ
ト
ニ
ス
ト
で
あ
り
（
矢
代
梓
）
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
論
者
で
あ
り
（
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ル
ツ
）
、
そ
し

て
杉
山
平
助
ら
と
同
時
代
人
で
あ
っ
た
。
以
下
は
文
藝
欄
に
は
び
こ
る
匿
名
短
評
や
雜
文
の
分
析
と
し
て
讀
め
な
い
か
。

フ
イ
ユ
ト
ン

コ

ラ

ム

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
断
続
的
な
思
考
の
か
け
ら
、
ひ
ら
め
き
、
夢
想
、
総
体
性
の
欠
如
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
本
来
、
か
つ
て
の
活
字
メ
デ
ィ
ア
が
作
り
上
げ
て
き
た
、
閉
鎖
的
な
メ
デ
ィ
ア
環
境
の

外
側
に
は
じ
き
出
さ
れ
て
い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
が
避
難
所
と
し
て
み
ず
か
ら
を
沈
潛
さ
せ

て
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
が
、
書
物
以
外
の
表
象
シ
ス
テ
ム
、
わ
け
て
も
、
う
わ
さ
、
伝
承
、
口
コ
ミ
、
臆
測
と
い
っ
た
口

承
メ
デ
ィ
ア
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
総
体
性
の
欠
如
を
恐
れ
な
い
態
度
、
こ
れ
こ
そ
が
新
し
い
エ

ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
原
理
と
な
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
情
報
大
量
消
費
社
会
に
お
い
て
は
、
か

つ
て
の
口
承
メ
デ
ィ
ア
た
ち
の
系
譜
が
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
雑
誌
や
新
聞
の
な
か

に
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
記
事
や
読
み
物
あ
る
い
は
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
な
ど
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
ま
と
っ
て
、
合
流
し

再
生
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
原
克
『
死
体
の
解
釈
学

埋
葬
に
脅
え
る
都
市
空
間
』
〈
廣
済
堂
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
二
〇
〇
一
年
九
月
、

～

頁
）
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實
は
こ
れ
は
十
九
世
紀
、
高
速
輪
轉
機
の
發
明
に
よ
っ
て
情
報
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
時
代
に
突
入
し
た
頃
の
新
聞
を
論

じ
た
も
の
だ
が
、
の
ち
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
原
型
が
既
に
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
だ
ら
う
。
こ
こ
で
も
、
口
承

の
再
生
と
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
捉
へ
る
視
線
が
あ
る
。

も
っ
と
近
年
の
も
の
が
望
ま
し
い
の
な
ら
ば
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
オ
ン
グ
の
『
声
の
文
化
と
文
字
の
文
化
』（
藤
原
書
店
、
一

九
九
一
年
十
月
）
で
も
よ
い
。
と
も
あ
れ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
は
、
口
承
と
書
承
と
い
ふ
二
つ
の
媒
體
に
ま
た
が
る
視
座
に

メ
デ
イ
ア

よ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
論
的
に
再
構
成
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

だ
が
注
意
し
よ
う
。
假
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
口
承
性
の
活
字
上
に
お
け
る
再
生
で
あ
る
と
し
て
、
し
か
し
蘇
っ
た
そ
れ

は
曾
て
の
口
承
文
藝
そ
の
ま
ま
で
あ
る
筈
が
な
い
。
何
が
死
ん
で
、
何
が
生
き
返
っ
た
の
か
。
そ
の
異
同
を
見
極
め
る
た
め

に
は
、
ひ
と
口
に
「
口
承
文
藝
」
と
い
っ
て
も
そ
れ
が
ど
う
い
ふ
口
承
で
あ
る
か
、
今
少
し
仔
細
に
分
析
す
る
た
め
の
道
具

が
要
る
。
例
へ
ば
口
承
文
藝
研
究
で
は
「
昔
話
と
傳
説
と
神
話
」
と
い
ふ
三
分
類
が
あ
る
が
、
私
の
見
る
所
、
三
〇
年
代

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
比
す
べ
き
も
の
は
そ
の
い
づ
れ
で
も
な
く
、「
世
間
話
」
で
あ
る
と
思
ふ
。
そ
し
て
世
間
話
研
究
の
原
點

と
し
て
參
照
さ
れ
る
柳
田
國
男
「
世
間
話
の
研
究
」
は
、
あ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
の
劃
期
と
な
っ
た
『
綜
合
ヂ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
講
座
』
が
初
出
な
の
で
あ
る
＊

。
そ
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
こ
そ
持
っ
た
意
味
は
、
こ
の
論
文
が
『
定
本

柳
田
國

38

男
集
』
に
收
め
ら
れ
て
民
俗
學
的
に
讀
ま
れ
る
や
う
に
な
っ
て
か
ら
は
見
失
は
れ
て
し
ま
っ
た
。

世
間
話
と
い
っ
て
も
柳
田
國
男
の
謂
ふ
そ
れ
は
日
常
語
と
は
ま
た
異
な
る
射
程
を
持
つ
。
例
へ
ば
新
聞
史
研
究
で
は
、
そ

の
前
史
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
新
聞
記
者
の
原
型
を
「
世
間
師
」
と
い
ふ
も
の
に
見
出
す
＊

―
―
そ
の
意
味
の
「
世
間
」

39

で
あ
る
。
ま
た
柳
田
に
よ
れ
ば
、
「
話
（
ハ
ナ
シ
）」
と
は
古
く
か
ら
あ
る
「
カ
タ
リ
」
と
は
違
っ
た
、
新
た
に
生
れ
た
言
語

技
術
を
呼
ぶ
新
語
で
あ
っ
た
。
カ
タ
リ
の
や
う
な
定
ま
っ
た
形
式
や
そ
れ
に
伴
ふ
堅
苦
し
さ
、
嚴
め
し
さ
を
持
た
な
い
。
口

偏
に
新
と
書
い
て
「
噺
（
ハ
ナ
シ
）」
と
い
ふ
字
が
造
ら
れ
た
位
、
輕
い
新
奇
さ
を
求
め
る
も
の
―
―
そ
の
意
味
の
ハ
ナ
シ
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
匿
名
批
評
や
雜
文
の
性
格
と
よ
く
見
合
っ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
一
律
に
古
へ

の
口
誦
文
學
の
復
活
と
見
做
す
の
で
は
な
く
、
口
承
に
も
歴
史
が
あ
り
、
樣
式
の
新
舊
異
同
が
あ
っ
て
、
口
承
に
お
け
る
カ

ジ
ヤ
ン
ル

タ
リ
と
ハ
ナ
シ
と
の
差
異
が
、
書
承
の
領
域
で
も
反
覆
さ
れ
て
ゐ
る
と
見
た
方
が
適
切
で
は
な
い
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
以
上
は
既
に
杉
山
平
助
で
は
な
く
ま
た
別
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
探
ら
れ
る
べ
き
事
柄
に
屬

す
だ
ら
う
。
別
考
に
委
ね
た
い
。

＊

文
藝
春
秋
編
輯
部
「
序
」
澁
谷
清
編
『
文
藝
春
秋

涼
風
夜
話
』
青
年
書
房
、
一
九
三
七
年
七
月
。
本
書
は
『
文
藝
春
秋
』

36誌
上
に
發
表
さ
れ
た
座
談
會
の
中
か
ら
選
ん
で
一
册
に
ま
と
め
た
も
の
。

＊

リ
チ
ァ
ー
ド
・
グ
リ
ー
ン
・
モ
ウ
ル
ト
ン
著
・
本
多
顯
彰
譯
『
文
學
の
近
代
的
研
究
―
文
學
の
理
論
及
び
解
釈
の
序
論
―
』

37「
第
一
篇

文
學
形
態
論

文
學
の
多
樣
と
そ
の
根
底
に
横
は
る
原
理
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
十
一
月
。
原
著
一
九
一
五
年
。

な
ほ
先
行
す
る
縮
譯
と
し
て
、
モ
オ
ル
ト
ン
原
著
・
蘆
田
正
喜
譯
述
『
文
學
形
態
論
』
（
東
京
寶
文
館
、
一
九
二
三
年
三
月
）

も
あ
る
。

＊

柳
田
國
男
「
世
間
話
の
研
究
」『
綜
合
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
座

』
内
外
社
、
一
九
三
一
年
十
月
。

38

11

＊

山
本
武
利
『
新
聞
記
者
の
誕
生
』（
新
曜
社
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
）

頁
～
、
等
。

39

10
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事典類における「杉山平助」立項一覽
執筆者 書名 發行所 發行年月

田中保隆 近代日本文学辞典 東京堂 1954.5
石橋万喜夫 現代日本文学大事典 明治書院 1965.11
田中西二郎 新潮日本文学小辞典 新潮社 1968.1
田中西二郎 日本近代文学大事典　第二巻 講談社 1977.11
無署名 近代日本文学小辞典 有斐閣 1981.2
赤沢史朗 大百科事典 ７ 平凡社 1985.3
池内輝雄 国史大辞典 ８ 吉川弘文館 1986.1
都築久義 日本大百科全書　12 小学館 1986.11
田中西二郎 増補改訂 新潮日本文学辞典 新潮社 1988.1
赤沢史朗 世界大百科事典 14 平凡社 1988.3
無署名 コンサイス日本人名事典　改訂新版 三省堂 1990.4
曾根博義 現代日本 朝日人物事典 朝日新聞社 1990.12
無署名 新潮日本人名辞典 新潮社 1991.3
赤沢史朗 日本史大事典 ４ 平凡社 1993.8
坪内祐三 20世紀ニッポン異能・偉才100人 朝日新聞社 1993.11
吉田司雄 近代日本社会運動史人物大事典３ 日外アソシエーツ 1997.1

分類 書名 シリーズ名 發行所 發行年月 備考
小説 昭文堂 1925年12月 書き下ろし、自費出版
評論・隨筆 大畑書店 1933年5月 氷川烈名義
小説 新潮社 1933年12月 再刊
評論・隨筆 文藝從軍記 文藝復興叢書 改造社 1934年6月
評論・隨筆 改造社 1934年12月
評論・隨筆 日本評論社 1934年12月
評論・隨筆 千倉書房 1935年1月 『春風を斬る』改題再刊
評論・隨筆 白揚社 1935年2月
評論・隨筆 中央公論社 1936年1月
評論・隨筆 三笠書房 1936年9月
評論・隨筆 亞里書店 1937年2月
評論 中央公論社 1937年3月
評論・隨筆 三笠書房 1938年3月
評論・隨筆 改造社 1938年5月
評論・隨筆 第一出版社 1938年10月
評論・隨筆 第一出版社 1938年10月
紀行文 第一出版社 1938年12月
小説・戯曲 改造社 1939年7月
小説 中央公論社 1939年10月 改稿
小説 教材社 1940年9月 書き下ろし
評論・隨筆 改造社 1940年10月
評論・隨筆 教材社 1940年12月
評論・隨筆 萬里閣 1941年9月
評論・隨筆 文學と生活 有光名作選集19 有光社 1942年8月
評論 文藝五十年史 新日本文化史叢書 鱒書房 1942年11月 田中西二郎協力
 ？ 女の幸福 コバルト叢書 コバルト社 1947年4月  未見
評論 鱒書房 1948年1月 大幅改稿

共著 三笠書房 1938年10月 尾佐竹猛ほか５名と
共著 三省堂 1940年7月 賀川豐彦と

編纂 第一書房 1936年3月 田中西二郎協力
編纂 第一書房 1937年3月 田中西二郎協力

〈小説〉一日本人
〈評論と随筆〉春風を斬る
一日本人

人物論
氷河のあくび
愛國心と猫
現代ヂャーナリズム論
文學的自敍傳
絶望と享樂
街の人物評論
新戀愛論
現代日本觀

日本文化と社會
つひに來たる日

支那と支那人と日本
女性面會日
新らしい日本人の道
揚子江艦隊從軍記
〈創作集〉自由花
〈自傳的長篇小説〉一日本人

〈新版〉文藝五十年史

二十一世紀物語
悲しきいのち

杉山平助著書一覽

文藝年鑑　1937

現代日本史研究
吾が鬪病

文藝年鑑　1936

＊お氣づきのことなど、ご意見お寄せ下されば幸ひです。 森 洋介（ livresque@yahoo.co.jp ）
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